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本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

来
年
の
九
月
に
北
京
で
聞
か
れ
る
第
四
回
世
界
女
性
会
議
に
向
け
て
の
N
G
Oの
地
域
準
備

会
議
・
第
一
回
東
ア
ジ
ア
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
十
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
、
か
な
が

わ
女
性
セ
ン
タ
ー

(江
の
島
)
と
東
京
(
日
仏
会
館
ホ
l
ル
)
で
聞
か
れ
る
こ
と
が
本
決
ま
り

と
な
っ
た
。
ぜ
ひ
日
本
で
聞
い
て
ほ
し
い
と
い
う
東
ア
ジ
ア
諸
国
か
ち
の
要
望
を
受
け
て
有
志

女
性
の
手
で
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
五
月
十
四
日
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
{
官
費
員
会
が
E
式
に

発
足
し
、
十
月
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
成
功
さ
せ
る
た
め
精
力
的
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

十
月
一
干
日
夕
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
一
丁
、
一
一
十

一
、
二
士
百
の
本
会
識
を
か
な
が

わ
女
性
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
二
十
三
日
に
日
仏
会
館

(東
京
・
お
茶
の
水
)
で
全
体
報
告
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
計
画
だ
が
、
東
京
周
辺
だ
貯
の
行
事
に
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
と
、
二
十

三
日
に
外
国
か
ら
の
参
加
者
の
一
部
を
招
い
て
地
方

(大
阪
、
名
古
屋
、
北
九
州
)
で
も
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聞
き
た
い
と
い
う
計
画
も
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
十
月
は
、
日
本
中
の
女
性

た
ち
が
東
ア
ジ
ア
の
女
性
た
ち
と
、
共
通
の
問
題
を
語
り
合
う
時
に
な
り
そ
う
だ
。

を
ベ

l
ス
に
討
議
す
る
。
内
容
リ
!
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

一国」

(
白
人
に
近
い
国
)
と
「
悪
を
終
え
る
。
乙
の
国
が
大
好
き

は
①
女
性
の
状
視
②
ぶ
つ
か
っ

で
き
る
だ
け
幅
広
く
、
草
の
根

一い
国
」
と
い
う
観
念
が
ア
メ
リ
だ
か
ら
、
と
も
に
協
力
し
て
い

て
い
る
問
題
③
そ
れ
に
対
す
る
の
声
を
反
映
す
る
。

一

カ
人
の
中
に
あ
り
「
イ
ラ
ク
、
き
た
い
」

取
り
組
み
④
北
京
会
議
に
何
を

O
問
題
は
「
金
」

。
旅
費
は
一
北
朝
鮮
で
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
「
満
員
電
車
の
中
で
、
チ
マ

・

提
起
す
る
か
。
と
の
レ
ポ
ー
ト
各
参
加
国
持
ち
、
と
い
う
こ
と
一
が
数
グ
ラ
ム
、
数
キ
ロ
で
大
騒
チ
ョ
ゴ
リ
の
女
子
学
生
が
女
性

を
も
と
に
経
顧
を
交
流
し
、
北
に
な
っ
て
い
る
が
、
経
済
的
に
一
ぎ
を
さ
れ
る
の
に
、
日
本
で
は
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
い
、
謝
つ

一
尽
会
識
に
向
け
て
提
言
醤
を
出
厳
し
い
園
も
多
い
の
に
日
本
か
一
七

0
キ
ロ
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

。
会
の
名
称
東
ア
ジ
ア
女
し
、
明
確
な
意
見
を
表
明
す
る
0
5
補
助
し
な
く
て
い
い
の
か
と
一
行
方
不
明
に
な
っ
て
も
、
大
し
の
姿
を
見
て

『朝
鮮
人
、

帰
れ

b
時一

I
氏
死
ぱ

y
r
E
P丸
こ
渓
也
ヨ
じ

古
川
言
語
科
凶
ム
一
期
戸
時
計
昨
日
初
一註
純
一
望
丸
山
部
忘
れ
U
V

訪れわけ訪日

企
二

J
Z
4，
-
一

J
1
4

可
，
，
一

E
E
一

E''ι
‘
ヲ
吋
3

・2F

わ
女
性
セ
ン
タ
ー
)
、
二
十
三
着
」

「
人
権
」
「
文
化
」
が
賛
同
人
を
募
り
カ
ン
パ
を
集
め
一
色
、
高
木
さ
ん
は
、
「
非
核
化
問
題
が
、
子
ど
も
た
ち
に
も
及

，

日
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(思
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
る

(
一
口
団
体
一
方
円
、
個
人
一
語
、
平
和
的
解
決
し
か
な
い
。
び
、
豪
」
(霊

さ

ん
)
な
ど
0

.

‘

f

l

，

‘

1

l

k

-

会
館
)
。

内
容
を
練
る
。
日
本
の
カ
ン
ト
五
千
円
)
乙
と
に
な
っ
た
。

一
国
家
を
越
え
る
人
閣
の
結
び
つ
乙
れ
ち
発
言
の
後
、
今
日
知

什
刊
に
叶
計
拝
信
共
通
の
問
題
を
討
議

会
品
開
言
tale-

盟
恥
.
司
枇一
疑
問
鮎
幹
事
長
問
、
官

:

i

l

j

帰
人
年
連
盟
冨
)
、
実
行
委
員

・

一

盤

臨

歯

司

・

・

v

間

一
橋
渡
し
が
重
だ
o
国
家
の
非
場
で
具
体
化
し
、
女
性
の
手
に

東
ア
ジ
ア
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
域
だ
っ
た
。
台
湾
は
参
加
を
拒
も
破
壊
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
と
い
う
の
も
各
国
共
通
の
要
女
性
た
ち
を
中
心
に
何
度
か
話
や
り
た
い
人

(実
際
に
行
動
す

一

概

繍

繍

醐

闇

闇

圃

司

f

‘

-柚W
一
核
化
に
は
日
本
が
リ
ー
ダ
ー
シ
よ
る
平
和
を
実
現
し
て
い
く
こ

は
、
昨
年
十
一
月
、
世
界
女
性
否
束
、
北
朝
鮮
は
マ
ニ
ラ
会
共
通
の
問
題
が
あ
る
。
お
ま
け
望
。
マ
ニ
ラ
に
来
て
い
な
か
っ
し
合
い
、
準
備
室
め
、
さ
ら
る
人
)
誰
で
も
。
す
で
に
四
十

一
吋
誠

圃

・

鷹

L
E
E瞳
F肱
柑

一

ッ
プ
を
取
ら
な
甘
れ
ば
な
ら
な
と
を
確
認
し
合
っ
た
。

会
識
の
た
め
の
地
域
準
備
審
議
開
催
の
情
報
が
届
か
な
か
っ

に
英
語
が
下
手
で
、
今
ま
で
固
た
台
湾
、
議
長
び
か
に
広
く
呼
び
か
け
、
十
四
日
正
数
人
の
申
し
出
が
あ
る
。
章

一

歯

周

器

調

繍

鑑

P
一
い
が
、
そ
れ
に
は
、
日
本
が
非

即

慰
醤
掴
薗
圃
・
・
・
・
・
・
朝

関

議
場
幽
圃

γ

竣

掛

川
℃
一

「
ア
ジ
ア
太
平
洋

・
N

O

S

E

し
く
着
し
て
い
な
か
っ
際
的
な
女
性
会
識
の
害
発
言
り
る
と
と
も
決
ま
っ
た
。
調
整
式
実
行
委
員
会
発
足
と
な
っ

当
に
分
か
れ
、
担
当
2
5
L

麟

翻

翻

圏

一

々

機

闘

ど
晃

一

朝
刊

亙
で
あ
る
乙
と
を
明
色
一定
す
一

|

l

i
l

i

-

-

ン

ポ

ジ

ウ

ム

」

が

マ

ニ

ラ

で

開

た

。

が

号

、

目

立

た

な

か

っ

た

連

絡

の

た

め

中

園

、

韓

国

、

た

。
す
で
に
韓
国
か
ら
は
三
十

lダ
l
Zし
、
具
体
的
な
実

力

関

睡

圃

伊

義

歯

関

陀

一
竺

ベ
き
」
喜
ぅ
。
そ
し
て
、
「
朝
一

b
毎
年
、
今
ご
ろ
に

か
れ
た
時
に
決
ま
っ
た
。
テ

1
5って
み
る
と
東
ア
ジ
と
い
う
共
通
の
弱
点
も
あ
る
。

妻
皇
室
一
人
ず
つ
コ
人
く
ら
い
参
加
し
た
い
と
い
う
警
は
リ

lfE識で
処
理

士

霊

園

開

園

聞

置

閥

抗
中

一
鮮
有
事
」
に
つ
い
て
は
、
宣
言
な
る
と
、
多
額
納
税

マ
別
分
科
会
の
ほ
か
に
五
地
域
ア
地
域
は
モ
ン
ゴ
ル
を
除
い
て
ぜ
ひ
、
東
ア
ジ
ア
で
女
性
愛
ン
タ
ク
ト
パ

l
ソ
ン

Zす
と
毒
薬
て
お
り
、
自
重
し
て
い
く
。

一
…

懇

灘

翻

圃

rh

・a・国
誌

一
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
の
五
十
一

一
一川

一
者
の
長
者
番
付
が
発

に
分
か
れ

i
f
i
g
-
-号、
も
う
一
と
が
決
ま
り
、
日
本
か
ら
は
松
確
な
人
数
量
っ
て
い
な
い

O
事
費
横
浜
市
戸
塚
区

一
一

麟

僻

却

咽

繍

趨

閥

均

一
周
年
で
も
あ
る
と
と
だ
し
二
つ
一

/処

表

さ

れ

る
。
雪

持
た
え
マ
ニ
ラ
に
脅
し
り
、
急
速
に
経
済
は
発
展
し
て
度
会
識
を
持
と

2い
う
提
案
井
や
よ
り
さ
ん

(ア
ジ
ア
の
女
が
、
か
な
り
の
人
数
の
参
加
が
上
倉
田
町
一
五
三
明
治
学

一
一

瀦

麟

圃

副

司

副

F臨
醸

臨

を
む

一
ま
く
平
和
的
に
乗
り
越
え
て
い
一
〈

話
と
思
い
な
が
ら
っ

て
い
た
の
は
日
本
、
中
園
、
韓
い
る
が
、
女
性
は
繁
栄
の
中
で
が
韓
国
か
ら
出
、
全
員
が
賛
成
た
ち
の
会
話
選
ば
れ
た
。

あ
り
そ
う
だ
。

院
農
学
部
武
者
小
路
研
究

智一

麟

圃

-
-
E
B罰
・

・

翠

闇

ム
し

一
六
、
き
っ
か
フ
で
ま
よ
、
一
い
自
が
行
く
の
は
、
げ
す
の
な

一

舗
網
四
四
岨
岨
・
・
閉
幽
・
・
隈

4
聞

ラ
を

一、い
v
u

ob

b

f

u
一

園
、
モ
ン
ゴ
ル
、
マ
カ
オ
、
チ
取
り
残
さ
れ
、
不
平
等
貧
富
の
し
た
。
会
識
の
場
所
は
さ
ま
ざ
今
年
に
入
っ
て
、
松
井
さ
ん
十
四
日
に
決
ま
っ
た
こ
と
の
室

・
内

へ警

告
側
・

8

…

鱗

雛

翻

翻

園

鯛

圃

・

闘

則

一
結

石

と

も

言
う
「
今
ま
て
は
一
ん
と
か
、
か
V
今
年
は
消
費
者

、
べ
)
十
、
香
港

8か
国
:
一
地
震
か
え
っ
て
広
が
り
、
環
境
ま
な
情
勢
言
、
ぜ
ひ
日
本
で
色
、
マ
ニ
ラ
会
識
に
参
加
し
た
大
要
は
次
の
と
お
り

I
n
t
-4
1
1/FAX
弘
一

欝

麟

輔

額

一

同

喝

4謝
野

幽

主

著

作

っ

て

き

た

半

世

紀

、

乙

一金
融
の
オ
ー
ナ
ー

一
族
が
目
立

鵠
鶴
醸
轍
購
醸
輯
瞳
鱒
臨
購
轍
醐
醸
醸
鶴
醸
臨
輔
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轄
鶴
購
臨
輔
離
購
購
購
輯
輔
輯
醸
購
融
購
鶴
輔
輯
醸
輔
輔
臨
鶴
臨
醸
購
醐
鵬
醸
臨
臨
臨
醸
臨
醸
醸
鶴
附
・

8
2
6
・
4
9
0
7
。

…

E
議
離
関
脇
縦
陣
聞

、

ι
韓
国
性

三
百
六
十
五
日
の

⑧ヒカシマル

お
い
し
さ
を
つ
く
る

う
す
く
ち
の
里
、
龍
野

グ力
d

よ
り
ん
げ
対
話
d

を

平
和
と
非
核
は
女
性
の
手
で

北
朝
鮮
の
「
核
疑
惑
」
に
対

し
て
、
経
済
制
裁
、
海
上
封
鎖

な
ど
の
力
に
よ
る
解
決
に
進
も

う
と
し
て
い
る
連
立
政
権
に
、

「
対
話
に
よ
る
冷
静
な
解
決
へ

の
判
断
が
必
要
」
と
、
十
四
目
、

女
性
た
ち
が
集
ま
り
、
『
女
た

ち
が
ズ
パ
リ
語
ゑ
朝
鮮
有
事
」

と
日
本
外
交
「
核
疑
惑
」
の

本
質
は
ど
と
に
』
(主
催

・
「ア

ジ
ア
の
平
和
と
女
性
の
役
割
」

実
行
委
員
会
)
を
開
い
た
(於
・

主
婦
会
館
)。

会
場
に
は
、
在
日
韓
国

・
朝

鮮
女
性
を
含
む
二
百
八
十
人
も

の
女
性
た
ち
が
集
ま
り
、
熱
気

で
む
せ
返
る
ほ
ど
。
主
催
者
側

が
用
意
し
た
椅
子
は
開
会
前
に

早
く
も
満
席
で
、
通
路
に
座
る

入
、
出
入
り
口
の
扉
を
開
け
て

廊
下
で
聞
く
人
で
い
っ
ぱ
い
。

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ

た
。開
会
に
先
立
ち
、
清
水
澄
子吋

交

よ

冨
且

F
E

7

J圃
円

1
2

士わ一

で

明

間
id

中

向

調
，

の
ん

問

、
4

・d

ア
さ

rゐ
L
-

ジ
辛

-

t
.

ア
と

d
F
回
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の
で
す
。

故
で
し
ょ
う
か
。
十
七
世
紀
む
ろ
か
川

川

川

川
川
川
川
川
川
山
川
川
州
川
川

川

州

州

訓

訓

訓

川

副

州

川

州

川

|

お

祭

り
は
、
想
像
以
上
に
震
な
ら
の
衣
装
な
の
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
川

ー

川

山
知
山
同
州
事

h
p川
川

淵

川

判
断
叫
U
U
刊

出
民

l
川

川山

川

も

の

で

し

た

。
レ
l
ス
や
花
・
麦
で
う
し
た
時
代
が
か
っ
た
室
を
つ
け

川

川

l

Z

E

E

-

-
u

l

一

べ

旦

訂

や

扇

子

一

一

肩

告
を
の
ぞ
荷
車
に
震
で
も
わ
ざ
と
ら
し
く
な
い
程
、
ふ

っ
た
家
族
で
乗
り
込
み

(何
故
か
、
と
も
と
イ
タ
リ
ア
人
が
芝
居
が
か
っ

川

川
企
涼
復
活
祭
が
終
わ
る
と
、
春
が
い
っ

地
中
海
で
二
番
目
に
大
き
な
島
で
し
た
。
い
ま
で
は
島
の
北
部
は
ヨ
l

生
活
用
具
一
式
も
飾
り
に
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
か
し
ら
?
タ
イ
ム
マ
シ

川
ー

州

十い

き
に
こ
ぼ
れ
出
て
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
す
。
長
靴
型
の
イ
タ
リ
ア
半
島
の
爪
ロ

ッ
パ
屈
指
の
高
級
リ
ゾ
ー
ト
地
て
い
る
)
翌
敵
な
ど
を
歌
い
な
が
ら
ン
に
乗
っ
て
中
世
を
旅
し
て
い
る
気
川

川

区

μ

と
い
う
悶
に
新
緑
の
輝
く
初
夏
に
突
先
に
位
置
し
て
、
い
ま
ま
さ
に
蹴
り

〈
エ
メ
ラ
ル
ド
海
岸
)
と
し
て
有
名
の
ん
び
り
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。
闘
分
に
漫
れ
ま
し
た
。
民
族
去
装
の
多

川

川

太

入

し

て

し

ま

い

ま

し

た

。
室
が
ひ
上
げ
ち
れ
ん
と
し
て
い
る
の
が
シ
チ
で
す
が
、
も
と
も
と
は
羊
章
、
宮
午
に
出
て
く
る
よ
う
な
大
き
な
牛
様
性
と
い
っ
た
ら
対
く
ば
か
り
で
、
川

州

⑪

ろ

が

り

気

持

ち

の

い

い

季

節

、

室

長

男

宇

品

、

サ

ル

デ

l
-
一
す
る
室
長
業
、
そ
し
て
漁
業
の
も
、
言
語
2
5
て
も
ら
っ
そ
れ
ぞ
れ
の
治
世
の
影
響
が
あ
る
み
川

川

戸

な
の
で
す
が
、
花
粉
症
に
苦
し
む
私

ャ
島
は
シ
チ
リ
ア
島
が
ポ
ン
と
蹴
り

島
だ
っ
た
の
で
す
。
今
で
も
内
陸
部
た
り
し
五
寝
燃
が
い
い
。
牛
車
た
い
で
す

(特
定
の
圏
・
地
域
か
ら

州

州

)

に
は
恐
怖
の
季
節
。
お
天
気
が
良
さ
上
げ
ち
れ
た
と
こ
ろ
く
ら
い
で
し
ょ

に
は
葦
笛
を
片
手
に
し
、
毛
皮
を
は
だ
っ
た
り
、
騎
馬
だ
っ
た
り
、
徒
歩
の
移
民
を
奨
励
し
た
)。

服
飾
に
輿

州

川

口

そ

う

だ

と

、

危

険

注

意

報

。
蜜
り
/

・

白

i
i
'

味
の
あ
る
方
に
、
ぜ
ひ
お
勧
め
し
た

川

川

雨

だ

と

少

し

ま

し

か

し

ら

。
ま
あ
い

A

台

ι合
唱

-
a
I
f
E
F
3

‘r
、、.，
v

、E
J
h
h
u
v
n
H

い
お
祭
り
で
す
。

川

川

ず
た
し
て
も
、
も
っ
と
窃
く
な
る

3

1

E

Y

}

L

B

E

p

y

，

U
2寸
僧

民

夕

、

川

六
月
中
旬
ま
で
、
受
般
の
日
々
が
続

-

d

d

d

一

d

-

d

t

w

y

、点、、，

一

き
は
れ
で
、
五
月
に
な
れ
ば
、
各

中

世

か

ら

続

く

聖

エ

フ

ィ

シ

オ

祭

命

脈

株

単

山

ー

川

-

『

地
で
い
ろ
い
ろ
な
お
祭
り
が
行
わ
れ
う
か
。
歯
車
る
と
2
フ
ン
ス
、
お
っ
て
羊
室
主
飼
い
英
明
だ
っ
た
り
し
て
、
カ
リ
ア
リ
の
街
の

?
1

賀

叩

笹

川

川

き

ま
す
。
イ
タ
リ
ア

2
5多く
イ
タ
リ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
な
ど
の
国
号
で
す
。

中
心
部
室
、
南
西
の
海
岸
沿
い
に

θ
C小
・

~

川

川

九

川

崎

山

屋
義
行
事
と
密
援
に
関
連
し
た
も
か
ら
同
じ
く
ら
い
の
距
離
に
あ
る一
事
さ
て
、
毎
年
五
月
一
日
に
行
わ
れ
あ
る
ノ
l
ラ
と
い
う
町
ま
で
約
三
十

4
4
、

州

四日日以一

の
で
す
が
、
中
世
か
ら
伝
わ
る
伝
統
が
わ
か
り
ま
す
。

る
サ
ル
デ
1
ニ
ャ
島
の
守
り
神
で
あ
キ
ロ
、
雄
牛
に
引
か
れ
た
聖
エ
フ
ィ

，‘、

州
市
出
一
行
事
が
組
み
込
ま
れ
た
り
し
て
見
応
他
の
地
中
海
の
島
々
同
様
に
、
さ
る
聖
エ
フ
ィ
シ
オ
の
お
祭
り
に
は
、
シ
オ
像
の
誌
を
、
民
族
室
を
つ

(お
祭
り
だ
け
じ
ゃ
、
と
い
う
方
州

川

山

川

姐

え
の
あ
る
も
の
が
多
い
の
で
す
。
そ
ま
ざ
ま
な
民
族
が
と
の
島
に
や
っ
て
島
内
各
地
か
ら
民
族
衣
装
を
晶
画
込
ん
り
た
普
男
醤
女
が
先
導
し
て
ね
り
歩
に
。
こ
の
島
の
名
産
は
ボ
ッ
タ
ル
ガ
川

川

-JE
う
し
た
お
替
の
ひ
と
つ
に
、
サ
ル
来
ま
し
た
。
紀
元
前
二

8
0年
代
だ
サ
ル
デ
l
-
一
ャ
つ
子
票
、
州
の
く
と
い
う
の
で
す
。

ふ
ち
す
み
。
ボ
ッ
タ
ル
ガ
の
沢
山

川

川

U
M叫

デ

l-τ
島
の
カ
リ
ア
リ
で
行
わ
れ
の
住
居
跡
に
始
ま
り
、
カ
ル
タ
ゴ
人
、
首
都
で
あ
る
カ
リ
ア
リ
に
集
ま
る
の
先
頭
か
ら
数
え
て
、
最
後
担
付
列
入
っ
た
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
は
と
て
も
美
川

川

幅

る
霊
エ
フ
ィ
シ
オ
の
祭
り
が
あ
り
ま
フ
ェ
ニ
キ
ア
入
、
ロ
l
マ人
。
支
配
だ
と
聞
き
、
私
は
ず
っ
と
こ
の
祭
り
が
自
の
前
を
通
り
す
ぎ
た
の
は
約
三

味
し
か
っ
た
。ア
ル
デ
ン
テ
に
茄
で
、
川

州

叫

す
。

者
も
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
、
ピ
サ
、
を
紡
れ
る
機
会
を
待
っ
て
い
ま
し
時
間
常

乙
ど
も
も
お
と
な
も
お
じ
バ
タ
ー
を
か
ら
め
て
手
で
く
だ
い
た
川

川

一

サ

ル

デ

l
ニ
ャ
島
は
テ
ィ
レ
ニ
ア

ジェ
ノ
パ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ォ
l
ス
卜
た
。
五
月
百
が
週
末
に
重
な
っ
た

い
さ
ん
も
お
ば
あ
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
か
ら
す
み
を
の
せ
る
、
名
主
市

川
，
海
に
あ
り
、
シ
チ
リ
ア
島
に
つ
い
で
リ
ア
、
サ
ヲ
イ
ア
公
と
代
わ
り
ま

今
年
、
私
の
夢
が
と
う
と
つ
叶
っ
た
れ
に
衣
装
が
と
て
も
川
窓口う
の
は
何

り。

白
ワ
イ
ン
と
ど
う
ぞ
)。

州
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stf 、 F 可

「弱い子どもたちに早くも

影磁がJ朱さん

詩
情
あ
ふ
れ
る
小
京
都
と
し
て

北
朝
鮮
「
核
疑
惑
」
の
本
質
は
?

白

壁

を

、

石

指

一

を

緑
の
風
が
吹
き
ぬ
け
る
|

|

歴
史
が
息
づ
く
播
州
龍
野
、

-
}
の
美
し
い
国
の

羽
田
首
相
は
、
平
成
の
目
安

箱
に
続
き
、
街
頭
演
説
で
国
民

に
ア
ピ
ー
ル
。
一
回
目
は
十
五

日
、
東
京

・
新
宿
駅
前
で
。

園
自
衛
隊
の
P
K
O参
加
に

賛
成
つ
反
対
つ

十
五
日
、
総
理
府
は
自
衛
隊

.
防
衛
問
題
に
関
す
る
世
論
調

査
の
結
果
を
発
表
し
た
。
調
査

は
三
年
ご
と
に
、
二
十
歳
以
上
、

三
千
人
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
。
国
連
平
和
維
持
活
動

(
P
K
O
)
に
つ
い
て
、
賛
成

四
八
・
四
婦
、
反
対
三
0
・
六

圏
ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
否
定
は

処
罰ド
イ
ツ
・
連
立
与
党
は
、
園

内
で
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人

大
虐
殺
を
「
で
っ
ち
あ
げ
」
と

主
張
す
れ
ば
犯
罪
と
し
て
、
処

罰
す
る
法
案
を
可
決
す
る
目
見
込

み
。最
近
、
ネ
オ
ナ
チ
が
「
ユ
ダ

ヤ
人
虐
殺
は
な
か
っ
た
」
と
い

い
続
け
て
い
る
と
と
に
対
し
、

園
内
か
ら
禁
止
の
声
が
高
ま
っ

た
た
め
だ
。

圏
首
相
が
街
頭
演
説

美
し
い
風
土
か
ら
、

お
い
し
さ
を
発
信
し
ま
す
。

ご
家
庭
に
旬
の
よ
ろ
こ
び

お
届
け
し
ま
す
。

第 1064号1994年 5月 20日

うまさ洗練、辛口・生。

アザヒスーJf'聞ド55イ

第三種郵便物認可}( 1950年 4月創刊

V"VV'Jご購読料v-vv-v

1年 6，000円
(郵送料1，700円を含む)

制令・切子振付で!日納

ト13[II[ )tj): 

10日・ 20日・ 30日

昭和46年 7月30日安斎 f、来斤目靭国壬~

先行所

全国婦人新聞社

干160東京都新宿区西新宿
3-7-28 宝幸西新宿ビル
電 話 03(3343)1846間
FAX 03 (3348)1 8 9 0 
振替口座 00150-7-172320

〈金曜日〉)
 
-(
 

本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

来
年
の
九
月
に
北
京
で
聞
か
れ
る
第
四
回
世
界
女
性
会
議
に
向
け
て
の
N
G
Oの
地
域
準
備

会
議
・
第
一
回
東
ア
ジ
ア
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
十
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
、
か
な
が

わ
女
性
セ
ン
タ
ー

(江
の
島
)
と
東
京
(
日
仏
会
館
ホ
l
ル
)
で
聞
か
れ
る
こ
と
が
本
決
ま
り

と
な
っ
た
。
ぜ
ひ
日
本
で
聞
い
て
ほ
し
い
と
い
う
東
ア
ジ
ア
諸
国
か
ち
の
要
望
を
受
け
て
有
志

女
性
の
手
で
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
五
月
十
四
日
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
{
官
費
員
会
が
E
式
に

発
足
し
、
十
月
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
成
功
さ
せ
る
た
め
精
力
的
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

十
月
一
干
日
夕
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
一
丁
、
一
一
十

一
、
二
士
百
の
本
会
識
を
か
な
が

わ
女
性
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
二
十
三
日
に
日
仏
会
館

(東
京
・
お
茶
の
水
)
で
全
体
報
告
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
計
画
だ
が
、
東
京
周
辺
だ
貯
の
行
事
に
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
と
、
二
十

三
日
に
外
国
か
ら
の
参
加
者
の
一
部
を
招
い
て
地
方

(大
阪
、
名
古
屋
、
北
九
州
)
で
も
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聞
き
た
い
と
い
う
計
画
も
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
十
月
は
、
日
本
中
の
女
性

た
ち
が
東
ア
ジ
ア
の
女
性
た
ち
と
、
共
通
の
問
題
を
語
り
合
う
時
に
な
り
そ
う
だ
。

を
ベ

l
ス
に
討
議
す
る
。
内
容
リ
!
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

一国」

(
白
人
に
近
い
国
)
と
「
悪
を
終
え
る
。
乙
の
国
が
大
好
き

は
①
女
性
の
状
視
②
ぶ
つ
か
っ

で
き
る
だ
け
幅
広
く
、
草
の
根

一い
国
」
と
い
う
観
念
が
ア
メ
リ
だ
か
ら
、
と
も
に
協
力
し
て
い

て
い
る
問
題
③
そ
れ
に
対
す
る
の
声
を
反
映
す
る
。

一

カ
人
の
中
に
あ
り
「
イ
ラ
ク
、
き
た
い
」

取
り
組
み
④
北
京
会
議
に
何
を

O
問
題
は
「
金
」

。
旅
費
は
一
北
朝
鮮
で
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
「
満
員
電
車
の
中
で
、
チ
マ

・

提
起
す
る
か
。
と
の
レ
ポ
ー
ト
各
参
加
国
持
ち
、
と
い
う
こ
と
一
が
数
グ
ラ
ム
、
数
キ
ロ
で
大
騒
チ
ョ
ゴ
リ
の
女
子
学
生
が
女
性

を
も
と
に
経
顧
を
交
流
し
、
北
に
な
っ
て
い
る
が
、
経
済
的
に
一
ぎ
を
さ
れ
る
の
に
、
日
本
で
は
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
い
、
謝
つ

一
尽
会
識
に
向
け
て
提
言
醤
を
出
厳
し
い
園
も
多
い
の
に
日
本
か
一
七

0
キ
ロ
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

。
会
の
名
称
東
ア
ジ
ア
女
し
、
明
確
な
意
見
を
表
明
す
る
0
5
補
助
し
な
く
て
い
い
の
か
と
一
行
方
不
明
に
な
っ
て
も
、
大
し
の
姿
を
見
て

『朝
鮮
人
、

帰
れ

b
時一

I
氏
死
ぱ

y
r
E
P丸
こ
渓
也
ヨ
じ

古
川
言
語
科
凶
ム
一
期
戸
時
計
昨
日
初
一註
純
一
望
丸
山
部
忘
れ
U
V

訪れわけ訪日

企
二

J
Z
4，
-
一

J
1
4

可
，
，
一

E
E
一

E''ι
‘
ヲ
吋
3

・2F

わ
女
性
セ
ン
タ
ー
)
、
二
十
三
着
」

「
人
権
」
「
文
化
」
が
賛
同
人
を
募
り
カ
ン
パ
を
集
め
一
色
、
高
木
さ
ん
は
、
「
非
核
化
問
題
が
、
子
ど
も
た
ち
に
も
及

，

日
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(思
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
る

(
一
口
団
体
一
方
円
、
個
人
一
語
、
平
和
的
解
決
し
か
な
い
。
び
、
豪
」
(霊

さ

ん
)
な
ど
0

.

‘

f

l

，

‘

1

l

k

-

会
館
)
。

内
容
を
練
る
。
日
本
の
カ
ン
ト
五
千
円
)
乙
と
に
な
っ
た
。

一
国
家
を
越
え
る
人
閣
の
結
び
つ
乙
れ
ち
発
言
の
後
、
今
日
知

什
刊
に
叶
計
拝
信
共
通
の
問
題
を
討
議

会
品
開
言
tale-

盟
恥
.
司
枇一
疑
問
鮎
幹
事
長
問
、
官

:

i

l

j

帰
人
年
連
盟
冨
)
、
実
行
委
員

・

一

盤

臨

歯

司

・

・

v

間

一
橋
渡
し
が
重
だ
o
国
家
の
非
場
で
具
体
化
し
、
女
性
の
手
に

東
ア
ジ
ア
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
域
だ
っ
た
。
台
湾
は
参
加
を
拒
も
破
壊
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
と
い
う
の
も
各
国
共
通
の
要
女
性
た
ち
を
中
心
に
何
度
か
話
や
り
た
い
人

(実
際
に
行
動
す

一

概

繍

繍

醐

闇

闇

圃

司

f

‘

-柚W
一
核
化
に
は
日
本
が
リ
ー
ダ
ー
シ
よ
る
平
和
を
実
現
し
て
い
く
こ

は
、
昨
年
十
一
月
、
世
界
女
性
否
束
、
北
朝
鮮
は
マ
ニ
ラ
会
共
通
の
問
題
が
あ
る
。
お
ま
け
望
。
マ
ニ
ラ
に
来
て
い
な
か
っ
し
合
い
、
準
備
室
め
、
さ
ら
る
人
)
誰
で
も
。
す
で
に
四
十

一
吋
誠

圃

・

鷹

L
E
E瞳
F肱
柑

一

ッ
プ
を
取
ら
な
甘
れ
ば
な
ら
な
と
を
確
認
し
合
っ
た
。

会
識
の
た
め
の
地
域
準
備
審
議
開
催
の
情
報
が
届
か
な
か
っ

に
英
語
が
下
手
で
、
今
ま
で
固
た
台
湾
、
議
長
び
か
に
広
く
呼
び
か
け
、
十
四
日
正
数
人
の
申
し
出
が
あ
る
。
章

一

歯

周

器

調

繍

鑑

P
一
い
が
、
そ
れ
に
は
、
日
本
が
非

即

慰
醤
掴
薗
圃
・
・
・
・
・
・
朝

関

議
場
幽
圃

γ

竣

掛

川
℃
一

「
ア
ジ
ア
太
平
洋

・
N

O

S

E

し
く
着
し
て
い
な
か
っ
際
的
な
女
性
会
識
の
害
発
言
り
る
と
と
も
決
ま
っ
た
。
調
整
式
実
行
委
員
会
発
足
と
な
っ

当
に
分
か
れ
、
担
当
2
5
L

麟

翻

翻

圏

一

々

機

闘

ど
晃

一

朝
刊

亙
で
あ
る
乙
と
を
明
色
一定
す
一

|

l

i
l

i

-

-

ン

ポ

ジ

ウ

ム

」

が

マ

ニ

ラ

で

開

た

。

が

号

、

目

立

た

な

か

っ

た

連

絡

の

た

め

中

園

、

韓

国

、

た

。
す
で
に
韓
国
か
ら
は
三
十

lダ
l
Zし
、
具
体
的
な
実

力

関

睡

圃

伊

義

歯

関

陀

一
竺

ベ
き
」
喜
ぅ
。
そ
し
て
、
「
朝
一

b
毎
年
、
今
ご
ろ
に

か
れ
た
時
に
決
ま
っ
た
。
テ

1
5って
み
る
と
東
ア
ジ
と
い
う
共
通
の
弱
点
も
あ
る
。

妻
皇
室
一
人
ず
つ
コ
人
く
ら
い
参
加
し
た
い
と
い
う
警
は
リ

lfE識で
処
理

士

霊

園

開

園

聞

置

閥

抗
中

一
鮮
有
事
」
に
つ
い
て
は
、
宣
言
な
る
と
、
多
額
納
税

マ
別
分
科
会
の
ほ
か
に
五
地
域
ア
地
域
は
モ
ン
ゴ
ル
を
除
い
て
ぜ
ひ
、
東
ア
ジ
ア
で
女
性
愛
ン
タ
ク
ト
パ

l
ソ
ン

Zす
と
毒
薬
て
お
り
、
自
重
し
て
い
く
。

一
…

懇

灘

翻

圃

rh

・a・国
誌

一
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
の
五
十
一

一
一川

一
者
の
長
者
番
付
が
発

に
分
か
れ

i
f
i
g
-
-号、
も
う
一
と
が
決
ま
り
、
日
本
か
ら
は
松
確
な
人
数
量
っ
て
い
な
い

O
事
費
横
浜
市
戸
塚
区

一
一

麟

僻

却

咽

繍

趨

閥

均

一
周
年
で
も
あ
る
と
と
だ
し
二
つ
一

/処

表

さ

れ

る
。
雪

持
た
え
マ
ニ
ラ
に
脅
し
り
、
急
速
に
経
済
は
発
展
し
て
度
会
識
を
持
と

2い
う
提
案
井
や
よ
り
さ
ん

(ア
ジ
ア
の
女
が
、
か
な
り
の
人
数
の
参
加
が
上
倉
田
町
一
五
三
明
治
学

一
一

瀦

麟

圃

副

司

副

F臨
醸

臨

を
む

一
ま
く
平
和
的
に
乗
り
越
え
て
い
一
〈

話
と
思
い
な
が
ら
っ

て
い
た
の
は
日
本
、
中
園
、
韓
い
る
が
、
女
性
は
繁
栄
の
中
で
が
韓
国
か
ら
出
、
全
員
が
賛
成
た
ち
の
会
話
選
ば
れ
た
。

あ
り
そ
う
だ
。

院
農
学
部
武
者
小
路
研
究

智一

麟

圃

-
-
E
B罰
・

・

翠

闇

ム
し

一
六
、
き
っ
か
フ
で
ま
よ
、
一
い
自
が
行
く
の
は
、
げ
す
の
な

一

舗
網
四
四
岨
岨
・
・
閉
幽
・
・
隈

4
聞

ラ
を

一、い
v
u

ob

b

f

u
一

園
、
モ
ン
ゴ
ル
、
マ
カ
オ
、
チ
取
り
残
さ
れ
、
不
平
等
貧
富
の
し
た
。
会
識
の
場
所
は
さ
ま
ざ
今
年
に
入
っ
て
、
松
井
さ
ん
十
四
日
に
決
ま
っ
た
こ
と
の
室

・
内

へ警

告
側
・

8

…

鱗

雛

翻

翻

園

鯛

圃

・

闘

則

一
結

石

と

も

言
う
「
今
ま
て
は
一
ん
と
か
、
か
V
今
年
は
消
費
者

、
べ
)
十
、
香
港

8か
国
:
一
地
震
か
え
っ
て
広
が
り
、
環
境
ま
な
情
勢
言
、
ぜ
ひ
日
本
で
色
、
マ
ニ
ラ
会
識
に
参
加
し
た
大
要
は
次
の
と
お
り

I
n
t
-4
1
1/FAX
弘
一

欝

麟

輔

額

一

同

喝

4謝
野

幽

主

著

作

っ

て

き

た

半

世

紀

、

乙

一金
融
の
オ
ー
ナ
ー

一
族
が
目
立

鵠
鶴
醸
轍
購
醸
輯
瞳
鱒
臨
購
轍
醐
醸
醸
鶴
醸
臨
輔
醜
轄
鶴
購
臨
輔
離
購
購
購
輯
輔
輯
醸
購
融
購
鶴
輔
輯
醸
輔
輔
臨
鶴
臨
醸
購
醐
鵬
醸
臨
臨
臨
醸
臨
醸
醸
鶴
附
・

8
2
6
・
4
9
0
7
。

…

E
議
離
関
脇
縦
陣
聞

、

ι
韓
国
性

三
百
六
十
五
日
の

⑧ヒカシマル

お
い
し
さ
を
つ
く
る

う
す
く
ち
の
里
、
龍
野

グ力
d

よ
り
ん
げ
対
話
d

を

平
和
と
非
核
は
女
性
の
手
で

北
朝
鮮
の
「
核
疑
惑
」
に
対

し
て
、
経
済
制
裁
、
海
上
封
鎖

な
ど
の
力
に
よ
る
解
決
に
進
も

う
と
し
て
い
る
連
立
政
権
に
、

「
対
話
に
よ
る
冷
静
な
解
決
へ

の
判
断
が
必
要
」
と
、
十
四
目
、

女
性
た
ち
が
集
ま
り
、
『
女
た

ち
が
ズ
パ
リ
語
ゑ
朝
鮮
有
事
」

と
日
本
外
交
「
核
疑
惑
」
の

本
質
は
ど
と
に
』
(主
催

・
「ア

ジ
ア
の
平
和
と
女
性
の
役
割
」

実
行
委
員
会
)
を
開
い
た
(於
・

主
婦
会
館
)。

会
場
に
は
、
在
日
韓
国

・
朝

鮮
女
性
を
含
む
二
百
八
十
人
も

の
女
性
た
ち
が
集
ま
り
、
熱
気

で
む
せ
返
る
ほ
ど
。
主
催
者
側

が
用
意
し
た
椅
子
は
開
会
前
に

早
く
も
満
席
で
、
通
路
に
座
る

入
、
出
入
り
口
の
扉
を
開
け
て

廊
下
で
聞
く
人
で
い
っ
ぱ
い
。

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ

た
。開
会
に
先
立
ち
、
清
水
澄
子吋

交

よ

冨
且

F
E

7

J圃
円

1
2

士わ一

で

明

間
id

中

向

調
，

の
ん

問

、
4

・d

ア
さ

rゐ
L
-

ジ
辛

-

t
.

ア
と

d
F
回
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の
で
す
。

故
で
し
ょ
う
か
。
十
七
世
紀
む
ろ
か
川

川

川

川
川
川
川
川
川
山
川
川
州
川
川

川

州

州

訓

訓

訓

川

副

州

川

州

川

|

お

祭

り
は
、
想
像
以
上
に
震
な
ら
の
衣
装
な
の
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
川

ー

川

山
知
山
同
州
事

h
p川
川

淵

川

判
断
叫
U
U
刊

出
民

l
川

川山

川

も

の

で

し

た

。
レ
l
ス
や
花
・
麦
で
う
し
た
時
代
が
か
っ
た
室
を
つ
け

川

川

l

Z

E

E

-

-
u

l

一

べ

旦

訂

や

扇

子

一

一

肩

告
を
の
ぞ
荷
車
に
震
で
も
わ
ざ
と
ら
し
く
な
い
程
、
ふ

っ
た
家
族
で
乗
り
込
み

(何
故
か
、
と
も
と
イ
タ
リ
ア
人
が
芝
居
が
か
っ

川

川
企
涼
復
活
祭
が
終
わ
る
と
、
春
が
い
っ

地
中
海
で
二
番
目
に
大
き
な
島
で
し
た
。
い
ま
で
は
島
の
北
部
は
ヨ
l

生
活
用
具
一
式
も
飾
り
に
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
か
し
ら
?
タ
イ
ム
マ
シ

川
ー

州

十い

き
に
こ
ぼ
れ
出
て
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
す
。
長
靴
型
の
イ
タ
リ
ア
半
島
の
爪
ロ

ッ
パ
屈
指
の
高
級
リ
ゾ
ー
ト
地
て
い
る
)
翌
敵
な
ど
を
歌
い
な
が
ら
ン
に
乗
っ
て
中
世
を
旅
し
て
い
る
気
川

川

区

μ

と
い
う
悶
に
新
緑
の
輝
く
初
夏
に
突
先
に
位
置
し
て
、
い
ま
ま
さ
に
蹴
り

〈
エ
メ
ラ
ル
ド
海
岸
)
と
し
て
有
名
の
ん
び
り
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。
闘
分
に
漫
れ
ま
し
た
。
民
族
去
装
の
多

川

川

太

入

し

て

し

ま

い

ま

し

た

。
室
が
ひ
上
げ
ち
れ
ん
と
し
て
い
る
の
が
シ
チ
で
す
が
、
も
と
も
と
は
羊
章
、
宮
午
に
出
て
く
る
よ
う
な
大
き
な
牛
様
性
と
い
っ
た
ら
対
く
ば
か
り
で
、
川

州

⑪

ろ

が

り

気

持

ち

の

い

い

季

節

、

室

長

男

宇

品

、

サ

ル

デ

l
-
一
す
る
室
長
業
、
そ
し
て
漁
業
の
も
、
言
語
2
5
て
も
ら
っ
そ
れ
ぞ
れ
の
治
世
の
影
響
が
あ
る
み
川

川

戸

な
の
で
す
が
、
花
粉
症
に
苦
し
む
私

ャ
島
は
シ
チ
リ
ア
島
が
ポ
ン
と
蹴
り

島
だ
っ
た
の
で
す
。
今
で
も
内
陸
部
た
り
し
五
寝
燃
が
い
い
。
牛
車
た
い
で
す

(特
定
の
圏
・
地
域
か
ら

州

州

)

に
は
恐
怖
の
季
節
。
お
天
気
が
良
さ
上
げ
ち
れ
た
と
こ
ろ
く
ら
い
で
し
ょ

に
は
葦
笛
を
片
手
に
し
、
毛
皮
を
は
だ
っ
た
り
、
騎
馬
だ
っ
た
り
、
徒
歩
の
移
民
を
奨
励
し
た
)。

服
飾
に
輿

州

川

口

そ

う

だ

と

、

危

険

注

意

報

。
蜜
り
/

・

白

i
i
'

味
の
あ
る
方
に
、
ぜ
ひ
お
勧
め
し
た

川

川

雨

だ

と

少

し

ま

し

か

し

ら

。
ま
あ
い

A

台

ι合
唱

-
a
I
f
E
F
3

‘r
、、.，
v

、E
J
h
h
u
v
n
H

い
お
祭
り
で
す
。

川

川

ず
た
し
て
も
、
も
っ
と
窃
く
な
る

3

1

E

Y

}

L

B

E

p

y

，

U
2寸
僧

民

夕

、

川

六
月
中
旬
ま
で
、
受
般
の
日
々
が
続

-

d

d

d

一

d

-

d

t

w

y

、点、、，

一

き
は
れ
で
、
五
月
に
な
れ
ば
、
各

中

世

か

ら

続

く

聖

エ

フ

ィ

シ

オ

祭

命

脈

株

単

山

ー

川

-

『

地
で
い
ろ
い
ろ
な
お
祭
り
が
行
わ
れ
う
か
。
歯
車
る
と
2
フ
ン
ス
、
お
っ
て
羊
室
主
飼
い
英
明
だ
っ
た
り
し
て
、
カ
リ
ア
リ
の
街
の

?
1

賀

叩

笹

川

川

き

ま
す
。
イ
タ
リ
ア

2
5多く
イ
タ
リ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
な
ど
の
国
号
で
す
。

中
心
部
室
、
南
西
の
海
岸
沿
い
に

θ
C小
・

~

川

川

九

川

崎

山

屋
義
行
事
と
密
援
に
関
連
し
た
も
か
ら
同
じ
く
ら
い
の
距
離
に
あ
る一
事
さ
て
、
毎
年
五
月
一
日
に
行
わ
れ
あ
る
ノ
l
ラ
と
い
う
町
ま
で
約
三
十

4
4
、

州

四日日以一

の
で
す
が
、
中
世
か
ら
伝
わ
る
伝
統
が
わ
か
り
ま
す
。

る
サ
ル
デ
1
ニ
ャ
島
の
守
り
神
で
あ
キ
ロ
、
雄
牛
に
引
か
れ
た
聖
エ
フ
ィ

，‘、

州
市
出
一
行
事
が
組
み
込
ま
れ
た
り
し
て
見
応
他
の
地
中
海
の
島
々
同
様
に
、
さ
る
聖
エ
フ
ィ
シ
オ
の
お
祭
り
に
は
、
シ
オ
像
の
誌
を
、
民
族
室
を
つ

(お
祭
り
だ
け
じ
ゃ
、
と
い
う
方
州

川

山

川

姐

え
の
あ
る
も
の
が
多
い
の
で
す
。
そ
ま
ざ
ま
な
民
族
が
と
の
島
に
や
っ
て
島
内
各
地
か
ら
民
族
衣
装
を
晶
画
込
ん
り
た
普
男
醤
女
が
先
導
し
て
ね
り
歩
に
。
こ
の
島
の
名
産
は
ボ
ッ
タ
ル
ガ
川

川

-JE
う
し
た
お
替
の
ひ
と
つ
に
、
サ
ル
来
ま
し
た
。
紀
元
前
二

8
0年
代
だ
サ
ル
デ
l
-
一
ャ
つ
子
票
、
州
の
く
と
い
う
の
で
す
。

ふ
ち
す
み
。
ボ
ッ
タ
ル
ガ
の
沢
山

川

川

U
M叫

デ

l-τ
島
の
カ
リ
ア
リ
で
行
わ
れ
の
住
居
跡
に
始
ま
り
、
カ
ル
タ
ゴ
人
、
首
都
で
あ
る
カ
リ
ア
リ
に
集
ま
る
の
先
頭
か
ら
数
え
て
、
最
後
担
付
列
入
っ
た
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
は
と
て
も
美
川

川

幅

る
霊
エ
フ
ィ
シ
オ
の
祭
り
が
あ
り
ま
フ
ェ
ニ
キ
ア
入
、
ロ
l
マ人
。
支
配
だ
と
聞
き
、
私
は
ず
っ
と
こ
の
祭
り
が
自
の
前
を
通
り
す
ぎ
た
の
は
約
三

味
し
か
っ
た
。ア
ル
デ
ン
テ
に
茄
で
、
川

州

叫

す
。

者
も
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
、
ピ
サ
、
を
紡
れ
る
機
会
を
待
っ
て
い
ま
し
時
間
常

乙
ど
も
も
お
と
な
も
お
じ
バ
タ
ー
を
か
ら
め
て
手
で
く
だ
い
た
川

川

一

サ

ル

デ

l
ニ
ャ
島
は
テ
ィ
レ
ニ
ア

ジェ
ノ
パ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ォ
l
ス
卜
た
。
五
月
百
が
週
末
に
重
な
っ
た

い
さ
ん
も
お
ば
あ
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
か
ら
す
み
を
の
せ
る
、
名
主
市

川
，
海
に
あ
り
、
シ
チ
リ
ア
島
に
つ
い
で
リ
ア
、
サ
ヲ
イ
ア
公
と
代
わ
り
ま

今
年
、
私
の
夢
が
と
う
と
つ
叶
っ
た
れ
に
衣
装
が
と
て
も
川
窓口う
の
は
何

り。

白
ワ
イ
ン
と
ど
う
ぞ
)。

州
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stf 、 F 可

「弱い子どもたちに早くも

影磁がJ朱さん

詩
情
あ
ふ
れ
る
小
京
都
と
し
て

北
朝
鮮
「
核
疑
惑
」
の
本
質
は
?

白

壁

を

、

石

指

一

を

緑
の
風
が
吹
き
ぬ
け
る
|

|

歴
史
が
息
づ
く
播
州
龍
野
、

-
}
の
美
し
い
国
の

羽
田
首
相
は
、
平
成
の
目
安

箱
に
続
き
、
街
頭
演
説
で
国
民

に
ア
ピ
ー
ル
。
一
回
目
は
十
五

日
、
東
京

・
新
宿
駅
前
で
。

園
自
衛
隊
の
P
K
O参
加
に

賛
成
つ
反
対
つ

十
五
日
、
総
理
府
は
自
衛
隊

.
防
衛
問
題
に
関
す
る
世
論
調

査
の
結
果
を
発
表
し
た
。
調
査

は
三
年
ご
と
に
、
二
十
歳
以
上
、

三
千
人
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
。
国
連
平
和
維
持
活
動

(
P
K
O
)
に
つ
い
て
、
賛
成

四
八
・
四
婦
、
反
対
三
0
・
六

圏
ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
否
定
は

処
罰ド
イ
ツ
・
連
立
与
党
は
、
園

内
で
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人

大
虐
殺
を
「
で
っ
ち
あ
げ
」
と

主
張
す
れ
ば
犯
罪
と
し
て
、
処

罰
す
る
法
案
を
可
決
す
る
目
見
込

み
。最
近
、
ネ
オ
ナ
チ
が
「
ユ
ダ

ヤ
人
虐
殺
は
な
か
っ
た
」
と
い

い
続
け
て
い
る
と
と
に
対
し
、

園
内
か
ら
禁
止
の
声
が
高
ま
っ

た
た
め
だ
。

圏
首
相
が
街
頭
演
説

美
し
い
風
土
か
ら
、

お
い
し
さ
を
発
信
し
ま
す
。

ご
家
庭
に
旬
の
よ
ろ
こ
び

お
届
け
し
ま
す
。



(2) 

東京都女性学習クループ連絡会(仮称)スタートの総会

〈金曜日〉1994年 5月 20日

ゼ

才、ットワークづくりの動機を語る横井さ九 (中央左〉

営
を
翌
ヨ
し
た
メ
ン
バ
ー
の
有

志
五
人
(
柳
川
素
美
代
、
検
井

紀
世
子
、
相
沢
文
江
、
与
儀
瑳

美
、
田
中
幹
子
さ
ん
ら
)
。

第
八
回
交
流
集
会
の
チ
1
7

『
女
件
添
人
間
ち
し
く
生
き
る

っ
て
ど
う
い
う
と
キ

l
持
ち

寄
り
ま
し
ょ
う
実
践
を
、
考
え

ま
し
ょ
う
H
関
係
を
H

|

|
』

を
話

KEう
中
で
、
「
地
域
を

つ
く
る
主
体
と
し
て
、
女
性
が

生
き
る
」
大
切
さ
が
確
認
さ
れ
、

「
私
た
ち
の
関
係
づ
く
り
」
が

必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

が
路
し
あ
わ
れ
た
。
そ
の
実
践

づ
く
り
で
は
な
く
、
新
し
い
ρ
私

い

う

。

を

考

え

、

女

性

の

つ

な

が

り

を

し

、

「

代

表

委

員

」

と

い

う

言

H
女
性
学
習
グ
ル
ー
プ
の
交
流

た
ち
の
関
係
H

づ
く
り
を
模
索
個
々
の
問
題
と
し
て
「
自
分
本
賞
的
に
変
え
て
い
く
必
要
が
葉
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
、
す
で
を
と
お
し
て
共
通
し
た
問
題
解

し
な
が
ち
の
4

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
た
ち
の
中
だ
け
の
活
動
で
い
い
あ
る
。
新
し
い
関
係
を
ど
う
情
に
よ
下
関
係
が
あ
る
ζ
と
が
浮
決
を
図
り
、
女
性
の
地
位
向
上

く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
。
し
た
の
か
、
広
い
視
野
か
ら
自
分
た
築
し
て
い
く
か
が
間
わ
れ
て
い
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
今
ま
で
伺
を
め
ざ
す
。
組
織
H
百
的
に
貨

が
っ
て
会
則
の
タ
タ
キ
台
ち
レ
ち
の
活
動
を
員
つ
め
る
必
要
が
る
時
代
で
は
な
い
か
」
な
ど
。
げ
な
く
使
っ
て
い
た
「
役
員
」
聞
す
る
都
内
の
女
性
学
習
グ
ル

き
も
の
の
他
、
呼
び
か
り
刊
か
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
新
し
い
関
係
春
作
る
期
待
は
「
委
き
と
い
う
言
葉
を
や
め
、

l
プ
、
ま
た
は
個
人
。
活
動
H

用
意
し
た
資
料
は
何
も
な
い
。
い
た
。
横
の
つ
な
が
り
を
侍
っ
さ
ま
ざ
ま
な
と
と
ろ
に
見
ら
れ
新
し
い
言
葉
を
考
え
よ
ヌ
」
い
女
性
学
習
グ
ル
ー
プ
の
活
動
組

ど
う
い
う
関
係
を
つ
く
り
、
伺
乙
と
に
よ
っ
て
、
一
グ
ル
ー
プ
た
。
例
え
ば
、
会
則
案
に
「
運
う
こ
と
に
な
っ
た
。
介
お
よ
び
情
報
交
換
、
そ
の
他

を
す
る
の
か
は
、
こ
れ
か
ら
一
だ
ゆ
で
解
決
で
き
な
い
こ
と
も
首
委
員
の
中
か
色
代
表
委
員
五
平
等
な
立
場
で
横
の
つ
な
が
目
的
達
成
に
必
要
な
活
動
を
行

繕
に
与
え
、
作
り
出
し
て
い
く
。

解
決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
名
を
選
ぶ
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
り
を
作
っ
て
い
く
ー
ー
一
見
簡
う
。
会
費
H
一
グ
ル
ー
プ
一
一
千

ゼ
ロ
か
ち
の
出
発
だ
。
い
う
期
待
が
あ
る
」
「
今
ま
で
「
活
動
方
針
は
こ
の
五
名
が
決
単
な
よ
う
だ
が
最
も
難
し
い
こ
円
。
事
務
局

Hm東
京
都
板
橋

総
会
に
出
席
し
た
の
は
質
問
活
動
し
て
い
た
ク
ル
l
プ
が
解
め
る
の
か
。
な
る
べ
く
会
員
の
と
か
も
し
れ
な
い
。
区
南
町
二
六
l
一
回
償
井
希

し
た
二
十
六
団
体
・
個
人
中
十
散
し
た
ば
か
り
。
他
の
う
ま
く
意
見
が
反
映
さ
れ
る
会
で
あ
っ
性
急
に
形
を
鐙
え
る
こ
と
を
世
子
宅
(
宮
・
F
A
X
ω
・
3

E

一
人
だ
っ
た
が
、
出
席
者
の
多
い
っ
て
い
る
会
の
喜
の
仕
方
て
欲
し
い
」
と
い
う
一費
が
出
考
え
ず
、
一
年
く
ら
い
は
そ
れ

9
7
2
・

5
6
p
d電
話
は

く
は
「
こ
う
し
た
会
に
参
加
す
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
た
い
」
「
区
さ
れ
た
。
「
代
表
委
員
と
い
う
ぞ
れ
が
情
報
を
持
ち
寄
り
、
交
夜
間
の
み
)
に
白
く
、
と
い
う

る
と
、
内
容
や
自
的
が
み
な
に
女
性
セ
ン
タ
ー
を
作
り
た
の
は
雑
用
係
。
か
な
の
意
見
を
換
し
て
い
く
中
で
、
み
な
が
求
こ
と
G

決
め
ち
れ
て
い
て
、
後
か
ち
入
い
。
そ
の
た
め
の
知
恵
を
」
「
女
ど
う
具
体
化
す
る
か
、
交
通
整
め
て
い
る
ネ
シ
ト
ワ
1
ク
の
形
組
織
づ
く
り
に
、
ど
ん
な
新

る
者
は
そ
れ
に
従
う
か
、
ィ
ヤ
性
史
を
学
ぶ
会
の
全
国
大
会
を
理
係
の
さ
つ
な
も
の
だ
。
よ
か
や
、
や
り
た
い
と
と
が
見
え
て
し
い
風
を
吹
か
せ
る
か
、
期
待

な
ら
出
て
い
く
し
か
な
い
状
況
室
原
で
や
り
た
い
」
「
女
性
が
ち
下
へ
物
事
を
下
ろ
す
人
で
は
来
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
し
た
い
。

が
多
い
。
何
を
や
る
か
、
ど
う
分
断
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岡
な
い
し
、
そ
う
い
う
関
係
の
あ
結
論
に
達
し
た
。
ま
た
、
同
会
は
多
く
の
グ
ル

い
う
会
に
す
る
か
、
こ
れ
か
ら
じ
女
性
の
問
題
に
対
し
て
も
遣
る
会
で
あ
っ
て
ほ
い
げ
な
い
」
と
り
あ
え
ず
決
定
し
た
の

l
プ
、
個
人
の
参
加
を
呼
び
か

皆
で
決
め
去

γー
と
い
う
呼
う
世
代
が
手
を
つ
な
げ
な
い
。
と
い
う
時
び
か
け
人
の
柳
川
さ
は
、
名
称
H
塁
塁
輩
習
グ
り
て
い
る
(
事
務
局
ま
で
)
。

び
か
け
に
心
動
か
さ
れ
た
」
と
そ
う
い
っ
た
も
ろ
も
ろ
の
も
の
ん
の
言
葉
か
ち
織
輸
が
屋
閉
ル
ー
プ
連
絡
会
(
仮
)
。
目
的

国
に
五
億
円
の
経
済
協
力
を
し

}F、
-
主
主
R
F

さ

、

J
h
r
a
h
-
&
'
t
Z
B
ト

固

た
こ
と
で
、
個
人
の
財
産
精
求

3
コ】
Z
4
ん

G
日
H
n
d
g
t
z
河辺

t

梅
は
な
い
と
し
た
協
定

0
2

締
結
)
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
日

ー
ド
明
ワ
ォ
z
b
ま
r
p
戒
b
?こ

本
の
国
富
一
四
四
号
で
支
払

t
E
0
6
1
Fヰ
?444W3j
い
を
拒
否
。
文
完
皇
の
預

金
な
の
に
全
く
お
か
し
い
が
、

訪
れ
た
(
位
年
3
月
)
。
回
戦
郵
便
局
を
設
置
し
た
。
文
さ
戦
時
国
債
、
重
県
な
ど
の
補
償

本
名
「
文
原
一
省
子
」
名
儀
の
ん
は
一
九
回
二
年
に
ビ
ル
マ
に
へ
の
波
及
を
お
そ
れ
で
解
決
を

預
金
原
簿
を
求
め
た
が
、
局
運

Fg己
れ
、
各
地
を
転
々
と
移
先
の
ば
し
に
し
て
い
る
。

墨
色
は
「
あ
り
ま
せ
ん
」
と
動
さ
せ
ら
れ
る
聞
に
、
チ
y
プ
超
掌
派
の
国
会
議
員
に
よ
る

居
丈
高
に
い
う
戸
占
U
。
熊
本
に
も
ら
っ
た
金
を
預
金
し
た
。
特
別
立
法
で
、
「
個
人
の
債
務

貯
金
事
務
セ
ン
タ
ー
は
ゲ
故
郷
に
送
金
も
し
た
が
、
預
金
は
一
四
四
号
を
逼
府
せ
ず
支
払

ト
も
閉
め
て
面
会
も
拒
む
・
残
高
は
七
平
円
も
あ
っ
た
と
い
う
」
法
律
を
作
っ
て
も
ら
お
う

(
ビ
デ
オ
「
汚
辱
の
証
書
ぅ
。
「
貯
金
の
本
局
は
下
関
」
と
森
川
さ
ん
は
上
京
し
た
の
だ

「N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
」
か
と
い
っ
た
軍
人
の
一
言
葉
を
は
つ
が
、
折
悪
し
く
政
変
。
進
展
は

ら

)

。

き

り

記

憶

し

て

い

る

。

な

か

っ

た

。

下

関

で

は

六

月

三

四
月
二
十
八
日
、
東
京
杉
並
文
さ
ん
や
支
援
団
体
は
ね
ば
日
に
支
払
い
を
求
め
る
提
訴
を

の
阿
佐
ヶ
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
り
強
く
ホ
〈
渉
、
つ
い
に
「
文
原
す
る
が
、
文
さ
ん
は
す
で
に
七

で
、
『
文
豆
珠
さ
ん
の
軍
事
郵
玉
珠
」
名
の
頭
金
が
あ
る
こ
と
土
融
。
遅
い
日
本
の
裁
判
、
間

便
貯
金
の
支
払
い
を
求
め
る
が
判
明
。
こ
れ
は
一
九
六
五
年
に
あ
う
の
か
。一

刻
も
早
い
践

A
E
(代
表

・
廃
崎
リ
ュ
ウ
さ
三
月
ま
で
の
一
冗
利
合
計
で
五
方
員
骨
密
を
F
文
さ
ん
の
ケ
l
ス

ん
、
下
関
市
)
の
森
川
万
智
子
百
八
円
に
も
な
っ
て
い
た
。
文
に
伺
か
し
た
い
と
思
う
人
、
速

さ
ん
の
話
を
聞
弓
会
が
開
か
れ
さ
ん
は
戦
前
の
戸
籍
謄
本
で
、
絡
を
F
と
呼
び
か
け
て

都
女
性
学
習
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

(
仮
称
)
が
初
の
総
会
を
開
い

た。
呼
び
か
け
た
の
は
、
年
一
回

東
京
都
の
主
催
で
開
か
れ
て
い

る
東
京
都
女
性
学
習
グ
ル
ー
プ

女
流
集
会
(
以
下
交
概
集
会
)
、

第
八
回
目

(
m
m
年
)
の
企
画
浬

ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト

だ
。
機
関
紙
「
N
O消
費
税
」

も
お
号
を
迎
え
た
。

間
会
が
で
き
た
の
は
九
O
阜

の
六
月
二
十
九
日
。
そ
の
前
年

の
四
月
一
目
、
反
対
を
押
し
切

っ
-
泊
質
税
が
努
付
さ
れ
た
。

「
こ
ん
な
に
み
ん
な
が
反
対
し

て
い
た
消
費
税
を
、
決
っ
て
し

ま
っ
た
か
ろ
と
い
っ
て
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
い
て
い
い
の
か
」

と
い
う
声
が
全
国
か
ら
上
が

り
、
会
が
で
き
た
。
発
足
の
と

き
の
よ
び
か
け
人
、
三
百
三
十

人
。
そ
し
て
い
ま
、
会
員
四
十

万
人
F

会
費
ナ
シ
、
消
費
税

に
反
対
な
ら
穫
で
も
ど
う
ぞ
、

と
い
う
、
ま
こ
と
に
入
り
や
す 団

体
、
個
人
の
参
加
呼
び
か
け

「
地
域
で
の
学
習
や
活
動
の

情
報
交
換
や
交
流
す
る
た
め

の
、
女
性
グ
ル
ー
プ
の
ゆ
る
や

か
な
1
y
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
ま

せ
ん
か
」
と
い
う
一
呼
び
掛
け
に

賛
同
し
た
団
体
・
個
人
が
集
ま

り
、
十
四
日
、
渋
谷
区
女
性
セ

ン
タ
ー
・
ア
イ
リ
ス
で
、
東
京

開
議
場

3iiJ議
韓
議
議
議
議
議
議
鱗
齢
期
轍
譲
渡
謙
譲
蹴
抑
制

(曹3種郵恒物認可)

『
国
民
福
祉
税
』
は
一
夜
に

し
て
消
え
ぺ
か
、
羽
田
首
相
は

施
政
方
針
で
税
制
見
直
し
、
六

月
中
に
は
成
案
と
、
消
費
税
ア

ッ
プ
の
方
針
を
は
っ
き
り
打
ち

出
し
た
。
「
今
こ
そ
わ
が
会
が
が
ん
は

ち
な
け
れ
ば
・
」
と
惑
気
と
ん

で
い
る
の
が
『
消
費
悦
#
な
く

す
全
国
の
会
』
だ
。
「
消
費
税

は
収
入
の
ほ
と
ん
ど
な
い
貧
者

か
ち
も
金
持
ち
と
同
じ
税
率
で

金
を
む
し
り
と
る
逆
進
性
の
強

い
想
税
。
芦
を
あ
げ
色
れ
な
い

弱
者
の
声
を
集
め
て
、
な
ん
と

か
H

弱
い
者
い
じ
め
税
u
を
く

い
と
め
な
け
れ
ば
」
と
懸
命

位
致
さ
れ
る
と
と
が
な
か

っ
た
ち
、
あ
の
十
八
歳
の
日

に
装
っ
た
で
あ
ろ
う
荷
桃
色

の
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
姿
で
、
老

い
た
元

・
従
軍
慰
安
婦
、
文

玉
珠
さ
ん
は
下
関
郵
便
局
を

みz

開一
月

一

統

一

会

派

「改
新
」
問

封

一

題

に
要
請
書
を
提

出

h-一
世
女
性
主
団
体
合

.
ノ
一
日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
、
東

ト
一

京
キ
リ
ス
ト
教
女
子
青
年
会
、

ド
前
一

草
の
実
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教

一
婦
人
矯
風
会
、
婦
人
民
主
ク
ラ

一
ブ
で
は
、
羽
田
首
相
指
名
後
の
、

一
統
一
合
派
に
関
す
る
一
連
の
問

一
題
に
つ
い
て
、
乙
れ
は
国
民

・

一
有
権
者
不
在
、
政
治
倫
理
無
視

一
で
あ
る
と
し
て
、
四
月
二
十
七

-
目
、
羽
田
首
相
宛
要
鵠
曹
を
提

一
出
し
た
。
要
簡
書
で
は
、
社
会

一
党
を
外
に
置
い
た
『
改
新
』
構
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4
同
声
明
で
は
、
H

年
内
成
立
「
「
侵
略
戦
争
と
僧
民
地
支
配
に
売
買
春
問
題
と
と
り
く
む
会

女
性
団
体
の
活
動
ミ
二
ニ
ュ
ー
ス
一

1
6白
書
れ
い
じ
ド
ド
ト
ー
ト
ド
」

の
消
費
税
大
噌
税
、
「
南
京
大
関
す
る
国
会
謝
罪
決
穣
を
求
め
で
は
、
厚
生
省
が
現
在
作
業
中

想
、
「
ど
の
女
と
寝
ょ
う
が
い
虐
殺
は
で
っ
ち
あ
げ
」
の
永
野
る
要
望
書
」
宇
品
世
出
レ
た
o

-で
あ
る
と
い
う
児
童
福
祉
耳
慣
の

い
じ
ゃ
な
い
か
」
の
小
限
発
言
発
言
、
女
性
眼
視
の
小
沢
発
言
問
要
望
轡
で
は
、
先
の
H

永
改
正
に
つ
い
て
、
五
月
十
一
日
、

を
偏
に
挙
げ
、
と
う
し
た
事
が
に
触
れ
、
わ
ず
か
三
分
の
一
の
野
発
言
μ

は
、
同
氏
の
罷
免
に
大
内
厚
生
大
匡
に
対
し
裏
精
密

見
過
ご
さ
れ
る
政
治
は
、
『
政
少
数
与
党
政
侮
で
あ
る
羽
田
政
よ
っ
て
終
わ
る
も
の
で
は
な
を
提
出
し
た
。

治
改
革
』
の
突
が
上
が
っ
た
と
権
は
、
国
民
多
数
を
代
表
し
て
く
、
日
本
が
今
後
国
際
社
会
で
同
要
舗
書
で
は
、
児
童
福
祉

は
-一回
え
な
い
、
と
し
て
い
る
。
い
る
と
は
言
え
な
い
、
と
し
て
、
平
和
の
た
め
の
貢
献
を
し
て
い
法
改
正
に
当
た
り
、
第
三
十
四

た
だ
ち
に
解
散
し
て
総
「
た
だ
ち
に
解
散
し
、
総
選
挙
く
た
め
に
も
、
国
会
に
お
い
て
、
条
の
児
童
に
対
す
る
禁
止
戸
謡

選
挙
を
の
声
明
発
表
で
国
民
の
審
判
を
受
け
よ
」
と
過
去
の
罪
を
嵐
め
、
償
い
の
意
列
挙
項
自
に
、
児
童
を
性
的
に

合
新
日
本
婦
人
の
会
古
要
求
し
て
い
る
。
思
を
明
確
に
す
べ
き
と
し
て
い
搾
取
す
る
行
為
(
買
春
と
ポ
ル

新
日
本
婦
人
の
会
で
は
、
五
侵
略
と
植
民
地
支
配

る

。

/

使

用

問

題

)

を

加

え

る

事

、

月
六
日
、
「
女
性
の
ね
が
い
ふ
国
会
謝
罪
決
議
要

望

厚

生

大

臣

に
児
童
福
兜
重
買
春
者
の
処
罰
、
性
的
搾

み
に
じ
る
羽
田
政
権
に
国
政
に
官
Y
W
C
A
合

祉
法
改
正
の
要
請
書
取
の
禁
止
が
必
要
と
し
て
い

な
う
資
格
な
ヤ
|
た
だ
ち
に
日
本
キ
リ
ス
ト
教
女
子
育
年
売
買
春
問
題
と
古
〈
宝
亘

る。

解
散
・
総
選
挙
を
」
笠
置
明
を
会

(
Y
W
C
A
)
で
は
、
五
月

発

表

し

た

。

十

二

日

、

羽

田

首

相

に

対

し

、

「老いた文さ九に早〈貯金吾返して ノJと語る車川さ九 (右)
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弱 不
L 、刀、
出霊
長:震
竺号対
-，-長 F
め行

ろ

い
会
だ
か
ら
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
に
し
て
も
大
変
な
数
だ
。
「
私

た
ち
は
人
口
の
一
物
く
色
い
会

員
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

ず
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
。
会
員

は
、
年
寄
り
、
年
金
生
活
者
、

主
婦
無
名
の
、
金
の
な
い
人

ば
か
り
」
と
枠
制
智
手
事
務
局

長
は
い
う
。
そ
れ
に
し
て
も
会

費
零
と
は
。

「
三
万
円
少
々
の
低
い
年
金

の
人
も
多
い
の
で
す
。
察
官
を

し
ま
す
と
い
っ
て
も
電
車
貨
の

三
百
円
を
捻
出
で
き
な
い
と
い

う
人
も
い
ま
す
。
消
費
税
で
一

番
困
っ
て
い
る
人
が
、
会
費
が

負
担
で
会
に
入
れ
な
い
の
で
は

会
の
意
味
が
な
い
。
い
っ
そ
会

みんなのページです。雷しヴこし、ことや、知らせたい

ことが晶ったら、どんどん役輔して下さい。

電話 03(3343 )1'846 
編集部|
FAXω(3348)1890 

女
性
団
体
の
活
動
ミ
一

一
ニ
ュ

ー
ス

鈎

5 

札。

資
セ
ロ
に
し
て
し
ま
お
う
と
い

う
と
と
に
な
円
委
し
た
」

舎
の
経
費
は
カ
ン
パ
の
み
で

ま
か
な
う
。
機
関
紙
は
月
に
一

回
く
ら
い
の
割
合
で
出
し
百
円

(
B
5判
8
ペ
ー
ジ
〉
で
売
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
希
望
者
の

み
。
「
払
え
る
方
に
は
買
っ
て

も
ら
い
ま
す
。
各
地
域
の
会
で

だ
さ
る
と
之
ろ
が
多
い
の
で
、

な
ん
と
か
や
っ
て
ま
す
が
」

同
会
が
心
が
け
て
い
る
の
は

と
も
か
く
多
く
の
人
と
語
し
あ

う
こ
と
。
〈
百
方
人
対
話
運
動
V

と
名
づ
け
て
い
る
。
毎
月
二
十

四
日
に
は
ρ
お
ば
あ
さ
ん
の
原

宿
N

と
げ
ぬ
き
地
蔵
の
あ
る
県

鴨
駅
前
で
チ
ラ
シ
を
回
り
、
箸

審1仰4，J 
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い
る
が
、
報
酬
な
し
、
交
趣
向
H

の
み
も
ち
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

「
私
も
含
め
全
員
年
金
生
活

者
で
す
」
0

阜
く
消
費
税
を
つ
ぶ
し
、
自

「
し
か
し
、
日
本
人
っ
て
、

索
直
と
い
う
か
人
が
い
い
と
い

う
か
。
高
齢
化
社
会
で
私
た

ち
の
た
め
に
金
が
い
る
ん
だ
か

ち
仕
方
な
い
ん
で
し
ょ
う
、
と

か
、
あ
き
色
め
切
っ
て
い
る
方

が
多
い
ん
で
す
。
ほ
か
に
税
金

と
説
明
す
る
と
、
よ
く
わ
か
っ

た
と
会
員
に
な
っ
て
下
さ
い
ま

す
」
。乙
の
不
況
時
、
消
印
貝
税
が
七

物
に
上
っ
た
ち
一
体
と
つ
な
る

の
か
、
と
杵
測
さ
ん
位
深
刻
に

患
っ
。
つ
い
先
日
も
新
宿
で
室

そ
の
足
で
あ
る
地
方
都
市
に
出

張
し
た
杵
測
さ
ん
は
、
そ
の
地

方
の
資
本
の
い
に
せ
の
デ
パ
ー

ト
が
つ
ぶ
れ
た
と
い
う
、
な
ま

な
ま
し
い
話
を
聞
い
た
ー
ー
。

百
五
十
ほ
ど
出
来
て
い
ま
す

が、

一
人
一
人
会
員
を
ふ
や
し
、

カ
ン
パ
を
集
め
手
づ
く
り
の
機

関
紙
を
出
し
、
地
道
な
い
い
活

動
を
し
て
い
る
と
と
ろ
が
多
い

の
で
す
。
外
に
出
る
金
も
な
い

と
家
に
と
じ
乙
も
っ
て
い
る
お

年
よ
り
が
、
そ
う
い
っ
た
機
関

紙
が
届
く
と
と
て
も
喜
ん
で
く

だ
さ
る
と
聞
く
と
、
ジ
l
ン
と

き
ま
す
。
全
閏
の
機
関
紙
『
N
O

消
費
税
』
は
、
理
論
も
の
廿
ま

寸
か
、
む
し
ろ
乙
う
し
た
地
域

の
活
動
の
紹
介
が
主
。
そ
の
記

事
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
到
の
地
区

の
機
関
紙
が
転
載
し
と
い
っ

た
こ
と
の
連
続
で
す
」
。

「
多
く
の
庶
民
の
堕
ち
し
の

痛
み
を
感
じ
な
が
ら
、
車
の
根

の
思
い
を
伝
え
る
機
関
紙
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

。

消
費
説
を
な
く
す
全
国
の
会

昔
日
出
・

3
9
4
0・
0
4
0
1

|消費税をなくす全国の会|

蝿鴨駅頭で消費税磨止の署名活動をする全員たち

自
分
た
ち
の
機
関
紙
の
あ
る
と

こ
ろ
は
、
大
い
に
〈
転
職
〉
歓

迎
で

L

。

し
か
し

。
送
料
乙
み
一
部
百

円
の
代
金
で
は
今
回
の
郵
便
値

上
げ
は
痛
い
。
送
料
だ
け
で
八

十
円
か
か
る
f
「
地
壊
で
十
部

と
か
百
部
と
か
ま
と
め
て
買

い
、
自
分
た
ち
で
配
布
し
て
く

名
を
と
る
ほ
か
、
電
話
帳
を
く

っ
て
、
片
ほ
し
か
ら
電
話
を
か

り
る
。「選
挙
の
時
と
ち
が
う
の
は
、

梢
費
税
の
こ
と
で
と
い
う
と

電
話
を
切
る
人
が
い
な
い
こ

と
。
本
当
に
収
入
か
少
な
い
年

よ
り
た
ち
に
、
消
費
税
が
ど
ん

な
に
辛
い
か
痛
感
し
ま
す
ι

」。

を
と
る
べ
き
と
こ
ろ
は
一
ぱ
い

あ
る
。
消
費
税
は
福
祉
で
な
く

軍
備
拡
大
の
財
源
づ
く
り
。
金

持
ち
か
色
も
貧
し
い
人
か
ら
も

同
じ
よ
ろ
に
、
毎
日
の
食
べ
る

物
か
ら
も
む
し
り
と
る
税
金
は

決
し
て
、

N

公
平
H

で
は
な
い

伝
行
動
を
し
て
い
た
ら
、
五
十

が
ら
み
の
紳
士
が
近
づ
い
て
き

て
、
自
分
は
あ
る
大
デ
パ
ー
ト

の
官
業
部
に
い
る
が
と
名
の

り
、
消
費
税
が
上
っ
た
色
デ
パ

ー
ト
は
つ
ぶ
れ
ま
す
よ
と
い

う
。
そ
う
で
す
か
、
と
い
い
、

全
国
の
会
の
事
務
局
の
ス
タ
分
の
時
間
が
ほ
し
い
な
あ
と
も

タ
フ
は
杵
測
さ
ん
を
含
め
四
思
う
が
、
毎
目
新
し
い
人
と
知

人
。
四
十
万
人
虫
E

の
事
務
を

2
の
い
、
語
の
一
根
の
声
d

を

さ
ば
き
、
周
一
回
機
関
紙
を
出
聞
き
感
動
す
る
喜
び
が
あ
る
。

す
。
仕
事
に
温
い
ま
く
ら
れ
て
「
全
国
で
、
地
域
の
会
が
三

シユタイナー教育を体験

事

中

?
4
t
d叫叶
f
d
u
k
R
W札
5
い
い
噌

F
h
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l
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位
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(2) 

東京都女性学習クループ連絡会(仮称)スタートの総会

〈金曜日〉1994年 5月 20日

ゼ

才、ットワークづくりの動機を語る横井さ九 (中央左〉

営
を
翌
ヨ
し
た
メ
ン
バ
ー
の
有

志
五
人
(
柳
川
素
美
代
、
検
井

紀
世
子
、
相
沢
文
江
、
与
儀
瑳

美
、
田
中
幹
子
さ
ん
ら
)
。

第
八
回
交
流
集
会
の
チ
1
7

『
女
件
添
人
間
ち
し
く
生
き
る

っ
て
ど
う
い
う
と
キ

l
持
ち

寄
り
ま
し
ょ
う
実
践
を
、
考
え

ま
し
ょ
う
H
関
係
を
H

|

|
』

を
話

KEう
中
で
、
「
地
域
を

つ
く
る
主
体
と
し
て
、
女
性
が

生
き
る
」
大
切
さ
が
確
認
さ
れ
、

「
私
た
ち
の
関
係
づ
く
り
」
が

必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

が
路
し
あ
わ
れ
た
。
そ
の
実
践

づ
く
り
で
は
な
く
、
新
し
い
ρ
私

い

う

。

を

考

え

、

女

性

の

つ

な

が

り

を

し

、

「

代

表

委

員

」

と

い

う

言

H
女
性
学
習
グ
ル
ー
プ
の
交
流

た
ち
の
関
係
H

づ
く
り
を
模
索
個
々
の
問
題
と
し
て
「
自
分
本
賞
的
に
変
え
て
い
く
必
要
が
葉
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
、
す
で
を
と
お
し
て
共
通
し
た
問
題
解

し
な
が
ち
の
4

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
た
ち
の
中
だ
け
の
活
動
で
い
い
あ
る
。
新
し
い
関
係
を
ど
う
情
に
よ
下
関
係
が
あ
る
ζ
と
が
浮
決
を
図
り
、
女
性
の
地
位
向
上

く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
。
し
た
の
か
、
広
い
視
野
か
ら
自
分
た
築
し
て
い
く
か
が
間
わ
れ
て
い
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
今
ま
で
伺
を
め
ざ
す
。
組
織
H
百
的
に
貨

が
っ
て
会
則
の
タ
タ
キ
台
ち
レ
ち
の
活
動
を
員
つ
め
る
必
要
が
る
時
代
で
は
な
い
か
」
な
ど
。
げ
な
く
使
っ
て
い
た
「
役
員
」
聞
す
る
都
内
の
女
性
学
習
グ
ル

き
も
の
の
他
、
呼
び
か
り
刊
か
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
新
し
い
関
係
春
作
る
期
待
は
「
委
き
と
い
う
言
葉
を
や
め
、

l
プ
、
ま
た
は
個
人
。
活
動
H

用
意
し
た
資
料
は
何
も
な
い
。
い
た
。
横
の
つ
な
が
り
を
侍
っ
さ
ま
ざ
ま
な
と
と
ろ
に
見
ら
れ
新
し
い
言
葉
を
考
え
よ
ヌ
」
い
女
性
学
習
グ
ル
ー
プ
の
活
動
組

ど
う
い
う
関
係
を
つ
く
り
、
伺
乙
と
に
よ
っ
て
、
一
グ
ル
ー
プ
た
。
例
え
ば
、
会
則
案
に
「
運
う
こ
と
に
な
っ
た
。
介
お
よ
び
情
報
交
換
、
そ
の
他

を
す
る
の
か
は
、
こ
れ
か
ら
一
だ
ゆ
で
解
決
で
き
な
い
こ
と
も
首
委
員
の
中
か
色
代
表
委
員
五
平
等
な
立
場
で
横
の
つ
な
が
目
的
達
成
に
必
要
な
活
動
を
行

繕
に
与
え
、
作
り
出
し
て
い
く
。

解
決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
名
を
選
ぶ
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
り
を
作
っ
て
い
く
ー
ー
一
見
簡
う
。
会
費
H
一
グ
ル
ー
プ
一
一
千

ゼ
ロ
か
ち
の
出
発
だ
。
い
う
期
待
が
あ
る
」
「
今
ま
で
「
活
動
方
針
は
こ
の
五
名
が
決
単
な
よ
う
だ
が
最
も
難
し
い
こ
円
。
事
務
局

Hm東
京
都
板
橋

総
会
に
出
席
し
た
の
は
質
問
活
動
し
て
い
た
ク
ル
l
プ
が
解
め
る
の
か
。
な
る
べ
く
会
員
の
と
か
も
し
れ
な
い
。
区
南
町
二
六
l
一
回
償
井
希

し
た
二
十
六
団
体
・
個
人
中
十
散
し
た
ば
か
り
。
他
の
う
ま
く
意
見
が
反
映
さ
れ
る
会
で
あ
っ
性
急
に
形
を
鐙
え
る
こ
と
を
世
子
宅
(
宮
・
F
A
X
ω
・
3

E

一
人
だ
っ
た
が
、
出
席
者
の
多
い
っ
て
い
る
会
の
喜
の
仕
方
て
欲
し
い
」
と
い
う
一費
が
出
考
え
ず
、
一
年
く
ら
い
は
そ
れ

9
7
2
・

5
6
p
d電
話
は

く
は
「
こ
う
し
た
会
に
参
加
す
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
た
い
」
「
区
さ
れ
た
。
「
代
表
委
員
と
い
う
ぞ
れ
が
情
報
を
持
ち
寄
り
、
交
夜
間
の
み
)
に
白
く
、
と
い
う

る
と
、
内
容
や
自
的
が
み
な
に
女
性
セ
ン
タ
ー
を
作
り
た
の
は
雑
用
係
。
か
な
の
意
見
を
換
し
て
い
く
中
で
、
み
な
が
求
こ
と
G

決
め
ち
れ
て
い
て
、
後
か
ち
入
い
。
そ
の
た
め
の
知
恵
を
」
「
女
ど
う
具
体
化
す
る
か
、
交
通
整
め
て
い
る
ネ
シ
ト
ワ
1
ク
の
形
組
織
づ
く
り
に
、
ど
ん
な
新

る
者
は
そ
れ
に
従
う
か
、
ィ
ヤ
性
史
を
学
ぶ
会
の
全
国
大
会
を
理
係
の
さ
つ
な
も
の
だ
。
よ
か
や
、
や
り
た
い
と
と
が
見
え
て
し
い
風
を
吹
か
せ
る
か
、
期
待

な
ら
出
て
い
く
し
か
な
い
状
況
室
原
で
や
り
た
い
」
「
女
性
が
ち
下
へ
物
事
を
下
ろ
す
人
で
は
来
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
し
た
い
。

が
多
い
。
何
を
や
る
か
、
ど
う
分
断
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岡
な
い
し
、
そ
う
い
う
関
係
の
あ
結
論
に
達
し
た
。
ま
た
、
同
会
は
多
く
の
グ
ル

い
う
会
に
す
る
か
、
こ
れ
か
ら
じ
女
性
の
問
題
に
対
し
て
も
遣
る
会
で
あ
っ
て
ほ
い
げ
な
い
」
と
り
あ
え
ず
決
定
し
た
の

l
プ
、
個
人
の
参
加
を
呼
び
か

皆
で
決
め
去

γー
と
い
う
呼
う
世
代
が
手
を
つ
な
げ
な
い
。
と
い
う
時
び
か
け
人
の
柳
川
さ
は
、
名
称
H
塁
塁
輩
習
グ
り
て
い
る
(
事
務
局
ま
で
)
。

び
か
け
に
心
動
か
さ
れ
た
」
と
そ
う
い
っ
た
も
ろ
も
ろ
の
も
の
ん
の
言
葉
か
ち
織
輸
が
屋
閉
ル
ー
プ
連
絡
会
(
仮
)
。
目
的

国
に
五
億
円
の
経
済
協
力
を
し

}F、
-
主
主
R
F

さ

、

J
h
r
a
h
-
&
'
t
Z
B
ト

固

た
こ
と
で
、
個
人
の
財
産
精
求

3
コ】
Z
4
ん

G
日
H
n
d
g
t
z
河辺

t

梅
は
な
い
と
し
た
協
定

0
2

締
結
)
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
日

ー
ド
明
ワ
ォ
z
b
ま
r
p
戒
b
?こ

本
の
国
富
一
四
四
号
で
支
払

t
E
0
6
1
Fヰ
?444W3j
い
を
拒
否
。
文
完
皇
の
預

金
な
の
に
全
く
お
か
し
い
が
、

訪
れ
た
(
位
年
3
月
)
。
回
戦
郵
便
局
を
設
置
し
た
。
文
さ
戦
時
国
債
、
重
県
な
ど
の
補
償

本
名
「
文
原
一
省
子
」
名
儀
の
ん
は
一
九
回
二
年
に
ビ
ル
マ
に
へ
の
波
及
を
お
そ
れ
で
解
決
を

預
金
原
簿
を
求
め
た
が
、
局
運

Fg己
れ
、
各
地
を
転
々
と
移
先
の
ば
し
に
し
て
い
る
。

墨
色
は
「
あ
り
ま
せ
ん
」
と
動
さ
せ
ら
れ
る
聞
に
、
チ
y
プ
超
掌
派
の
国
会
議
員
に
よ
る

居
丈
高
に
い
う
戸
占
U
。
熊
本
に
も
ら
っ
た
金
を
預
金
し
た
。
特
別
立
法
で
、
「
個
人
の
債
務

貯
金
事
務
セ
ン
タ
ー
は
ゲ
故
郷
に
送
金
も
し
た
が
、
預
金
は
一
四
四
号
を
逼
府
せ
ず
支
払

ト
も
閉
め
て
面
会
も
拒
む
・
残
高
は
七
平
円
も
あ
っ
た
と
い
う
」
法
律
を
作
っ
て
も
ら
お
う

(
ビ
デ
オ
「
汚
辱
の
証
書
ぅ
。
「
貯
金
の
本
局
は
下
関
」
と
森
川
さ
ん
は
上
京
し
た
の
だ

「N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
」
か
と
い
っ
た
軍
人
の
一
言
葉
を
は
つ
が
、
折
悪
し
く
政
変
。
進
展
は

ら

)

。

き

り

記

憶

し

て

い

る

。

な

か

っ

た

。

下

関

で

は

六

月

三

四
月
二
十
八
日
、
東
京
杉
並
文
さ
ん
や
支
援
団
体
は
ね
ば
日
に
支
払
い
を
求
め
る
提
訴
を

の
阿
佐
ヶ
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
り
強
く
ホ
〈
渉
、
つ
い
に
「
文
原
す
る
が
、
文
さ
ん
は
す
で
に
七

で
、
『
文
豆
珠
さ
ん
の
軍
事
郵
玉
珠
」
名
の
頭
金
が
あ
る
こ
と
土
融
。
遅
い
日
本
の
裁
判
、
間

便
貯
金
の
支
払
い
を
求
め
る
が
判
明
。
こ
れ
は
一
九
六
五
年
に
あ
う
の
か
。一

刻
も
早
い
践

A
E
(代
表

・
廃
崎
リ
ュ
ウ
さ
三
月
ま
で
の
一
冗
利
合
計
で
五
方
員
骨
密
を
F
文
さ
ん
の
ケ
l
ス

ん
、
下
関
市
)
の
森
川
万
智
子
百
八
円
に
も
な
っ
て
い
た
。
文
に
伺
か
し
た
い
と
思
う
人
、
速

さ
ん
の
話
を
聞
弓
会
が
開
か
れ
さ
ん
は
戦
前
の
戸
籍
謄
本
で
、
絡
を
F
と
呼
び
か
け
て

都
女
性
学
習
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

(
仮
称
)
が
初
の
総
会
を
開
い

た。
呼
び
か
け
た
の
は
、
年
一
回

東
京
都
の
主
催
で
開
か
れ
て
い

る
東
京
都
女
性
学
習
グ
ル
ー
プ

女
流
集
会
(
以
下
交
概
集
会
)
、

第
八
回
目

(
m
m
年
)
の
企
画
浬

ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト

だ
。
機
関
紙
「
N
O消
費
税
」

も
お
号
を
迎
え
た
。

間
会
が
で
き
た
の
は
九
O
阜

の
六
月
二
十
九
日
。
そ
の
前
年

の
四
月
一
目
、
反
対
を
押
し
切

っ
-
泊
質
税
が
努
付
さ
れ
た
。

「
こ
ん
な
に
み
ん
な
が
反
対
し

て
い
た
消
費
税
を
、
決
っ
て
し

ま
っ
た
か
ろ
と
い
っ
て
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
い
て
い
い
の
か
」

と
い
う
声
が
全
国
か
ら
上
が

り
、
会
が
で
き
た
。
発
足
の
と

き
の
よ
び
か
け
人
、
三
百
三
十

人
。
そ
し
て
い
ま
、
会
員
四
十

万
人
F

会
費
ナ
シ
、
消
費
税

に
反
対
な
ら
穫
で
も
ど
う
ぞ
、

と
い
う
、
ま
こ
と
に
入
り
や
す 団

体
、
個
人
の
参
加
呼
び
か
け

「
地
域
で
の
学
習
や
活
動
の

情
報
交
換
や
交
流
す
る
た
め

の
、
女
性
グ
ル
ー
プ
の
ゆ
る
や

か
な
1
y
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
ま

せ
ん
か
」
と
い
う
一
呼
び
掛
け
に

賛
同
し
た
団
体
・
個
人
が
集
ま

り
、
十
四
日
、
渋
谷
区
女
性
セ

ン
タ
ー
・
ア
イ
リ
ス
で
、
東
京

開
議
場

3iiJ議
韓
議
議
議
議
議
議
鱗
齢
期
轍
譲
渡
謙
譲
蹴
抑
制

(曹3種郵恒物認可)

『
国
民
福
祉
税
』
は
一
夜
に

し
て
消
え
ぺ
か
、
羽
田
首
相
は

施
政
方
針
で
税
制
見
直
し
、
六

月
中
に
は
成
案
と
、
消
費
税
ア

ッ
プ
の
方
針
を
は
っ
き
り
打
ち

出
し
た
。
「
今
こ
そ
わ
が
会
が
が
ん
は

ち
な
け
れ
ば
・
」
と
惑
気
と
ん

で
い
る
の
が
『
消
費
悦
#
な
く

す
全
国
の
会
』
だ
。
「
消
費
税

は
収
入
の
ほ
と
ん
ど
な
い
貧
者

か
ち
も
金
持
ち
と
同
じ
税
率
で

金
を
む
し
り
と
る
逆
進
性
の
強

い
想
税
。
芦
を
あ
げ
色
れ
な
い

弱
者
の
声
を
集
め
て
、
な
ん
と

か
H

弱
い
者
い
じ
め
税
u
を
く

い
と
め
な
け
れ
ば
」
と
懸
命

位
致
さ
れ
る
と
と
が
な
か

っ
た
ち
、
あ
の
十
八
歳
の
日

に
装
っ
た
で
あ
ろ
う
荷
桃
色

の
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
姿
で
、
老

い
た
元

・
従
軍
慰
安
婦
、
文

玉
珠
さ
ん
は
下
関
郵
便
局
を

みz

開一
月

一

統

一

会

派

「改
新
」
問

封

一

題

に
要
請
書
を
提

出

h-一
世
女
性
主
団
体
合

.
ノ
一
日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
、
東

ト
一

京
キ
リ
ス
ト
教
女
子
青
年
会
、

ド
前
一

草
の
実
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教

一
婦
人
矯
風
会
、
婦
人
民
主
ク
ラ

一
ブ
で
は
、
羽
田
首
相
指
名
後
の
、

一
統
一
合
派
に
関
す
る
一
連
の
問

一
題
に
つ
い
て
、
乙
れ
は
国
民

・

一
有
権
者
不
在
、
政
治
倫
理
無
視

一
で
あ
る
と
し
て
、
四
月
二
十
七

-
目
、
羽
田
首
相
宛
要
鵠
曹
を
提

一
出
し
た
。
要
簡
書
で
は
、
社
会

一
党
を
外
に
置
い
た
『
改
新
』
構
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4
同
声
明
で
は
、
H

年
内
成
立
「
「
侵
略
戦
争
と
僧
民
地
支
配
に
売
買
春
問
題
と
と
り
く
む
会

女
性
団
体
の
活
動
ミ
二
ニ
ュ
ー
ス
一

1
6白
書
れ
い
じ
ド
ド
ト
ー
ト
ド
」

の
消
費
税
大
噌
税
、
「
南
京
大
関
す
る
国
会
謝
罪
決
穣
を
求
め
で
は
、
厚
生
省
が
現
在
作
業
中

想
、
「
ど
の
女
と
寝
ょ
う
が
い
虐
殺
は
で
っ
ち
あ
げ
」
の
永
野
る
要
望
書
」
宇
品
世
出
レ
た
o

-で
あ
る
と
い
う
児
童
福
祉
耳
慣
の

い
じ
ゃ
な
い
か
」
の
小
限
発
言
発
言
、
女
性
眼
視
の
小
沢
発
言
問
要
望
轡
で
は
、
先
の
H

永
改
正
に
つ
い
て
、
五
月
十
一
日
、

を
偏
に
挙
げ
、
と
う
し
た
事
が
に
触
れ
、
わ
ず
か
三
分
の
一
の
野
発
言
μ

は
、
同
氏
の
罷
免
に
大
内
厚
生
大
匡
に
対
し
裏
精
密

見
過
ご
さ
れ
る
政
治
は
、
『
政
少
数
与
党
政
侮
で
あ
る
羽
田
政
よ
っ
て
終
わ
る
も
の
で
は
な
を
提
出
し
た
。

治
改
革
』
の
突
が
上
が
っ
た
と
権
は
、
国
民
多
数
を
代
表
し
て
く
、
日
本
が
今
後
国
際
社
会
で
同
要
舗
書
で
は
、
児
童
福
祉

は
-一回
え
な
い
、
と
し
て
い
る
。
い
る
と
は
言
え
な
い
、
と
し
て
、
平
和
の
た
め
の
貢
献
を
し
て
い
法
改
正
に
当
た
り
、
第
三
十
四

た
だ
ち
に
解
散
し
て
総
「
た
だ
ち
に
解
散
し
、
総
選
挙
く
た
め
に
も
、
国
会
に
お
い
て
、
条
の
児
童
に
対
す
る
禁
止
戸
謡

選
挙
を
の
声
明
発
表
で
国
民
の
審
判
を
受
け
よ
」
と
過
去
の
罪
を
嵐
め
、
償
い
の
意
列
挙
項
自
に
、
児
童
を
性
的
に

合
新
日
本
婦
人
の
会
古
要
求
し
て
い
る
。
思
を
明
確
に
す
べ
き
と
し
て
い
搾
取
す
る
行
為
(
買
春
と
ポ
ル

新
日
本
婦
人
の
会
で
は
、
五
侵
略
と
植
民
地
支
配

る

。

/

使

用

問

題

)

を

加

え

る

事

、

月
六
日
、
「
女
性
の
ね
が
い
ふ
国
会
謝
罪
決
議
要

望

厚

生

大

臣

に
児
童
福
兜
重
買
春
者
の
処
罰
、
性
的
搾

み
に
じ
る
羽
田
政
権
に
国
政
に
官
Y
W
C
A
合

祉
法
改
正
の
要
請
書
取
の
禁
止
が
必
要
と
し
て
い

な
う
資
格
な
ヤ
|
た
だ
ち
に
日
本
キ
リ
ス
ト
教
女
子
育
年
売
買
春
問
題
と
古
〈
宝
亘

る。

解
散
・
総
選
挙
を
」
笠
置
明
を
会

(
Y
W
C
A
)
で
は
、
五
月

発

表

し

た

。

十

二

日

、

羽

田

首

相

に

対

し

、

「老いた文さ九に早〈貯金吾返して ノJと語る車川さ九 (右)
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弱 不
L 、刀、
出霊
長:震
竺号対
-，-長 F
め行

ろ

い
会
だ
か
ら
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
に
し
て
も
大
変
な
数
だ
。
「
私

た
ち
は
人
口
の
一
物
く
色
い
会

員
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

ず
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
。
会
員

は
、
年
寄
り
、
年
金
生
活
者
、

主
婦
無
名
の
、
金
の
な
い
人

ば
か
り
」
と
枠
制
智
手
事
務
局

長
は
い
う
。
そ
れ
に
し
て
も
会

費
零
と
は
。

「
三
万
円
少
々
の
低
い
年
金

の
人
も
多
い
の
で
す
。
察
官
を

し
ま
す
と
い
っ
て
も
電
車
貨
の

三
百
円
を
捻
出
で
き
な
い
と
い

う
人
も
い
ま
す
。
消
費
税
で
一

番
困
っ
て
い
る
人
が
、
会
費
が

負
担
で
会
に
入
れ
な
い
の
で
は

会
の
意
味
が
な
い
。
い
っ
そ
会

みんなのページです。雷しヴこし、ことや、知らせたい

ことが晶ったら、どんどん役輔して下さい。

電話 03(3343 )1'846 
編集部|
FAXω(3348)1890 

女
性
団
体
の
活
動
ミ
一

一
ニ
ュ

ー
ス

鈎

5 

札。

資
セ
ロ
に
し
て
し
ま
お
う
と
い

う
と
と
に
な
円
委
し
た
」

舎
の
経
費
は
カ
ン
パ
の
み
で

ま
か
な
う
。
機
関
紙
は
月
に
一

回
く
ら
い
の
割
合
で
出
し
百
円

(
B
5判
8
ペ
ー
ジ
〉
で
売
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
希
望
者
の

み
。
「
払
え
る
方
に
は
買
っ
て

も
ら
い
ま
す
。
各
地
域
の
会
で

だ
さ
る
と
之
ろ
が
多
い
の
で
、

な
ん
と
か
や
っ
て
ま
す
が
」

同
会
が
心
が
け
て
い
る
の
は

と
も
か
く
多
く
の
人
と
語
し
あ

う
こ
と
。
〈
百
方
人
対
話
運
動
V

と
名
づ
け
て
い
る
。
毎
月
二
十

四
日
に
は
ρ
お
ば
あ
さ
ん
の
原

宿
N

と
げ
ぬ
き
地
蔵
の
あ
る
県

鴨
駅
前
で
チ
ラ
シ
を
回
り
、
箸

審1仰4，J 
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い
る
が
、
報
酬
な
し
、
交
趣
向
H

の
み
も
ち
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

「
私
も
含
め
全
員
年
金
生
活

者
で
す
」
0

阜
く
消
費
税
を
つ
ぶ
し
、
自

「
し
か
し
、
日
本
人
っ
て
、

索
直
と
い
う
か
人
が
い
い
と
い

う
か
。
高
齢
化
社
会
で
私
た

ち
の
た
め
に
金
が
い
る
ん
だ
か

ち
仕
方
な
い
ん
で
し
ょ
う
、
と

か
、
あ
き
色
め
切
っ
て
い
る
方

が
多
い
ん
で
す
。
ほ
か
に
税
金

と
説
明
す
る
と
、
よ
く
わ
か
っ

た
と
会
員
に
な
っ
て
下
さ
い
ま

す
」
。乙
の
不
況
時
、
消
印
貝
税
が
七

物
に
上
っ
た
ち
一
体
と
つ
な
る

の
か
、
と
杵
測
さ
ん
位
深
刻
に

患
っ
。
つ
い
先
日
も
新
宿
で
室

そ
の
足
で
あ
る
地
方
都
市
に
出

張
し
た
杵
測
さ
ん
は
、
そ
の
地

方
の
資
本
の
い
に
せ
の
デ
パ
ー

ト
が
つ
ぶ
れ
た
と
い
う
、
な
ま

な
ま
し
い
話
を
聞
い
た
ー
ー
。

百
五
十
ほ
ど
出
来
て
い
ま
す

が、

一
人
一
人
会
員
を
ふ
や
し
、

カ
ン
パ
を
集
め
手
づ
く
り
の
機

関
紙
を
出
し
、
地
道
な
い
い
活

動
を
し
て
い
る
と
と
ろ
が
多
い

の
で
す
。
外
に
出
る
金
も
な
い

と
家
に
と
じ
乙
も
っ
て
い
る
お

年
よ
り
が
、
そ
う
い
っ
た
機
関

紙
が
届
く
と
と
て
も
喜
ん
で
く

だ
さ
る
と
聞
く
と
、
ジ
l
ン
と

き
ま
す
。
全
閏
の
機
関
紙
『
N
O

消
費
税
』
は
、
理
論
も
の
廿
ま

寸
か
、
む
し
ろ
乙
う
し
た
地
域

の
活
動
の
紹
介
が
主
。
そ
の
記

事
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
到
の
地
区

の
機
関
紙
が
転
載
し
と
い
っ

た
こ
と
の
連
続
で
す
」
。

「
多
く
の
庶
民
の
堕
ち
し
の

痛
み
を
感
じ
な
が
ら
、
車
の
根

の
思
い
を
伝
え
る
機
関
紙
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

。

消
費
説
を
な
く
す
全
国
の
会

昔
日
出
・

3
9
4
0・
0
4
0
1

|消費税をなくす全国の会|

蝿鴨駅頭で消費税磨止の署名活動をする全員たち

自
分
た
ち
の
機
関
紙
の
あ
る
と

こ
ろ
は
、
大
い
に
〈
転
職
〉
歓

迎
で

L

。

し
か
し

。
送
料
乙
み
一
部
百

円
の
代
金
で
は
今
回
の
郵
便
値

上
げ
は
痛
い
。
送
料
だ
け
で
八

十
円
か
か
る
f
「
地
壊
で
十
部

と
か
百
部
と
か
ま
と
め
て
買

い
、
自
分
た
ち
で
配
布
し
て
く

名
を
と
る
ほ
か
、
電
話
帳
を
く

っ
て
、
片
ほ
し
か
ら
電
話
を
か

り
る
。「選
挙
の
時
と
ち
が
う
の
は
、

梢
費
税
の
こ
と
で
と
い
う
と

電
話
を
切
る
人
が
い
な
い
こ

と
。
本
当
に
収
入
か
少
な
い
年

よ
り
た
ち
に
、
消
費
税
が
ど
ん

な
に
辛
い
か
痛
感
し
ま
す
ι

」。

を
と
る
べ
き
と
こ
ろ
は
一
ぱ
い

あ
る
。
消
費
税
は
福
祉
で
な
く

軍
備
拡
大
の
財
源
づ
く
り
。
金

持
ち
か
色
も
貧
し
い
人
か
ら
も

同
じ
よ
ろ
に
、
毎
日
の
食
べ
る

物
か
ら
も
む
し
り
と
る
税
金
は

決
し
て
、

N

公
平
H

で
は
な
い

伝
行
動
を
し
て
い
た
ら
、
五
十

が
ら
み
の
紳
士
が
近
づ
い
て
き

て
、
自
分
は
あ
る
大
デ
パ
ー
ト

の
官
業
部
に
い
る
が
と
名
の

り
、
消
費
税
が
上
っ
た
色
デ
パ

ー
ト
は
つ
ぶ
れ
ま
す
よ
と
い

う
。
そ
う
で
す
か
、
と
い
い
、

全
国
の
会
の
事
務
局
の
ス
タ
分
の
時
間
が
ほ
し
い
な
あ
と
も

タ
フ
は
杵
測
さ
ん
を
含
め
四
思
う
が
、
毎
目
新
し
い
人
と
知

人
。
四
十
万
人
虫
E

の
事
務
を

2
の
い
、
語
の
一
根
の
声
d

を

さ
ば
き
、
周
一
回
機
関
紙
を
出
聞
き
感
動
す
る
喜
び
が
あ
る
。

す
。
仕
事
に
温
い
ま
く
ら
れ
て
「
全
国
で
、
地
域
の
会
が
三

シユタイナー教育を体験

事

中

?
4
t
d叫叶
f
d
u
k
R
W札
5
い
い
噌

F
h
k
h
l
骨
位

3
4
5
4
"〕勺
刈
川

u
h
1
t
H
4

J_J i J下'-1-""

つ

、

新しい乾太くんは.乾燥時聞をぐっと箱めて

4kg約40分の実力です。しかもファジィ制御で、
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に、衣頚にはやさしい.爾でも.夜でも.朝でも
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(4 ) 〈金曜日〉1994年 5月 20日安静 f、来斤匹胃国壬:!--

「エ
ク
パ
ッ
ト
』支
援
を
訴
え
る
カ
レ
ン
神
父

(第3種郵便物偲可)

一一筆跡事一霊園川筆一盤強一…

「口、
|
リ
エ
は
あ
り
ま
す
は
、
英
名
、
ロ
1
1
リ

エ

は

仏

〈

ミ

ネ

ス

ト

ロ

ー

ネ

〉

が
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
は
あ
り
名
、
日
本
で
は
、
月
桂
樹
の

【
材
料
】

(
4人
分
)

ま
せ
ん
」

。
ベ
イ

リ

ー

ブ

ス

葉

と

い

う

名

で

、

聞

き

慣

れ

ト

マ

ト

(

完

熟

)

:

・

中

2

を
買
い
に
行
っ
て
、
屈
の
人
て
い
ま
す
。

に
こ
う
言
わ
れ
、
料
理
が
で
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
は
、
肉
や

き
な
か
っ
た
と
い
う
人
が
、
魚
の
臭
み
を
取
り
た
い
と
き

結
構
多
い
主
つ
で
す
。
に
加
え
る
と
効
果
が
あ
り
、

実
は
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
と
特
に
ス
l
プ
や
シ
チ
ュ
ー
に

ロ
l
リ
エ
は
同
じ
ス
パ
イ
ス
は
欠
か
せ
な
い
ス
パ
イ
ス
で

な
の
で
す
。
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
す
。
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最
年
少
は
四
歳
の
少
女

心
理
学
者
や
ソ
l
シ
ャ

ル
ワ
!
力
!
と
連
携
し

観
光
客
芸
の
「
子
ど
も
買
春
」
の
犠
牲
に
さ
れ
て
い
る
平
少

E
た
ち
柔
お
う
と
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
オ
ロ
ン
ガ
ポ
市
の
「
プ
レ
ダ
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
」
で
活
動
す
る
シ
ェ
イ
・
力
レ

ン
袖
八
券
、
「
ア
ジ
ア
の
児
童
買
春
阻
止
を
訴
え
る
会
」

(議
妻
津
枝
代
表
)の
コ
l
デ
ィ
ネ

河
ト
で
来
日
、
豆
罫
令
皮
切
り
に
各
地
で
講
演
し
hに
~
十

を
紹
介
す
る
。
(
ま
と
め
・
編
集
部
)

勿
務
傷
後
家
物

q
b級
後
雛
後
貌
講
湯
/

カ
レ
ン
神
父
は
一
九
六
九

年
、
聖
コ
ロ
ン
パ
ン
会
(
本
部

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
)
か
ら
、
フ
ィ

リ
ピ
ン

・
オ
ロ
ン
ガ
ポ
市
に
派

遣
さ
れ
た
。
麻
薬
依
存
者
救
済

に
取
り
組
む
中
で
、
七
回
空
プ

レ
ダ
」
を
設
立
、
治
ゆ
、
社
会

復
帰
な
ど
を
助
り
て
き
た
。

「
子
ど
も
買
春
」
の
事
実
を

知
っ
た
の
は
八
二
年
。
入
院
・

治
療
を
受
り
て
い
た
子
ど
も
た

ち
の
ρ
証
言
μ

か
ら
、
米
梅
軍

兵
や
観
光
客
に
子
ど
も
を
あ
っ

旋
し
て
い
た
売
買
春
シ
ン
ジ
ケ

ー
ト
が
浮
か
び
ょ
が
っ
た
。
米

海
軍
や
観
光
業
者
、
市
当
局
は

そ
の
事
実
を
隠
し
、
否
定
し
た

が
、
調
査
で
「
子
ど
も
買
春
」

の
実
態
が
明
ち
か
に
な
っ
た
。

最
年
少
は
四
歳
と
い
う
事
実
に

大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

「
ベ
ト
フ
ァ
イ
ル
」
と
呼
ば

れ
る
子
ど
も
へ
の
性
的
虐
待
者

は
観
光
客
と
し
て
来
、
職
業
、

妻
子
を
も
ち
、
社
会
的
地
位
が

あ
る
の
が
一
般
的
だ
。
子
ど
も

の
救
済
に
携
わ
る
中
で
、
「
プ

レ
ダ
」
は
多
く
の
ベ
ト
フ
ァ
イ

ル
を
見
つ
り
出
し
て
来
た
。

九
一
年
、
東
京
・
杉
並
区
の

医
師
が
、
業
者
に
子
ど
も
の
あ

っ
旋
を
依
頼
、
九
人
の
子
ど
も

を
プ
タ
の
よ
う
に
つ
な
ぎ
互
い

に
セ
ッ
ク
ス
す
る
よ
う
強
要
、

そ
れ
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ
た
。
子

ど
も
の
一
人
が
家
へ
逃
げ
帰

り
、
母
親
が
笹
察
に
通
報
、
事

件
が
明
る
み
に
出
た
。
逮
捕
の

と
き
、
同
様
の
ビ
デ
オ
が
沢
山

発
見
さ
れ
た
。
が
、
伎
は
保
釈

金
を
積
み
出
国
し
て
し
ま
っ

た
。も
う
一
人
の
日
本
人
。
彼
は

十
八
人
の
子
ど
も
を
繰
り
返
し

レ
イ
プ
し
た
あ
と
、
二
年
前
に

逮
捕
さ
れ
た
。
最
年
少
の
少
女

は
十
三
歳
だ
っ
た
。
乙
の
男
は

ワ
イ
ロ
を
使
い
、
鐙
察
当
眉
は

彼
を
国
外
追
放
処
分
し
た
。

現
在
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
れ

る
約
百
四
十
万
の
観
光
客
の
う

ち
、
八
O
一
婦
が
単
身
で
来
る
男

性
だ
。
報
告
に
よ
る
と
、
「
買

春
ツ
ア
l
」
で
来
る
男
た
ち
は
、

よ
り
幼
い
子
ど
も
た
ち
を
求
め

る
傾
向
に
あ
る
。
幼
い
子
ど
も

と
セ
ッ
ク
ス
す
る
と
、
性
の
活

力
が
回
復
す
る
。
エ
イ
ズ
に
感

染
す
る
心
配
が
な
い
。
ま
た
そ

れ
を
ρ
男
ち
し
い
行
為
グ
と
錯

覚
し
て
い
る
男
た
ち
も
多
い
。

一
般
的
に
ベ
ト
フ
ァ
イ
ル
は

家
庭
で
性
的
虐
待
を
始
め
る
傾

向
が
あ
る
。
そ
し
て
売
春
に
到

る
子
ど
も
ら
は
幼
児
期
、
親
か

ら
性
的
虐
待
を
受
け
て
い
た
子

ど
も
に
多
い
。
彼
ち
は
家
出
す

る
か
他
の
街
に
移
さ
れ
て
、
売

春
宿
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
パ
ー
ラ
ー

な
ど
で
強
制
的
に
働
か
さ
れ

る
。
「
人
類
は
知
性
を
持
つ
類

だ
が
、
自
分
の
子
を
犠
牲
に
す

る
唯
一
の
生
き
物
だ
」
。

性
的
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も

た
ち
は
正
常
な
人
間
関
係
を
保

つ
能
力
が
破
壊
さ
れ
、
精
神
的

バ
ラ
ン
ス
を
欠
き
、
大
人
へ
の

信
頼
性
を
ひ
ど
く
失
う
。
怒
り

や
か
っ
と
う
で
不
安
に
な
り
、

そ
う
し
た
結
果
か
ち
逃
げ
よ
う

と
す
る
気
力
さ
-
え
な
く
な
る
。

裁
判
で
は
子
ど
も
の
証
言
は
ほ

と
ん
ど
信
用
さ
れ
ず
、
金
持
ち

の
ベ
ト
フ
ァ
イ
ル
は
無
罪
と
な

る
。
「
私
た
ち
の
仕
事
は
、
子

ど
も
を
保
護
し
、
心
理
学
者
や

ソ
i
シ
ャ
ル
ワ
1
カ
!
と
連
携

し
て
、
立
ち
直
る
の
を
助
け
る

こ
と
だ
」
。

今
、
日
本
人
に
人
気
の
あ
る

リ
ゾ
ー
ト
地
・
セ
ブ
島
で
も
子

ど
も
買
春
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
。
一
方
、
オ
ロ
ン
ガ
ポ

市
な
ど
で
は
子
ど
も
が
行
方
不

明
に
な
る
ケ
l
ス
が
増
え
て
い

る
。
売
買
春
あ
っ
旋
業
者
に
誘

か
い
さ
れ
、
観
光
客
に
売
ら
れ

る
こ
と
が
考
-え
ら
れ
る
が
、
μ
需

要
μ
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
り
H

供

給
H

が
必
要
に
な
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
子
ど
も
た
ち

今
回
の
料
理
は
、
健
康
晴

好
で
ブ
l
ム
に
な
っ
て
い
る

野
菜
ス
l
プ
で
す
。

zuusd' 

第 1064号

個
、
ベ
ー
コ
ン
・;2
枚
、
玉

ね
ぎ
・:
凶
個
、
セ
ロ
リ
l
・:

凶
本
、
に
ん
じ
ん
・:
凶
本
、

ピ
ー
マ
ン
・:
l個
、
大
豆
(
缶

詰

):
-
m
g、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー

ス・
:却
g
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス

・:
l枚
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ

1

・:小
さ
じ
比
、
ガ
ー
リ
ッ
ク

砂137‘
パ
ウ
ダ
ー
:
小
さ
じ
凶
旬
、
固

形
ス
l
プ
の
素
:
・

2
個
、
水

:・

5
c、
オ
リ
ー
ブ
油
:・
大

さ
じ
l
、
塩
・:
小
さ
じ
的

【
作
り
方
】

①
ト
マ
ト
は
楊
む
さ
し
、

種
を
取
っ
て
、
粗
み
じ
ん
切

り
に
す
る
。

②
ベ
ー
コ
ン
、
玉
ね
ぎ
、

セ
ロ
リ
l
、
ピ
ー
マ
ン
は
、

l
m
角
、
に
ん
じ
ん
は
7
凹

角
に
切
り
、
グ
リ
ー
ン
ピ
1

「
女
性
記
者
」

新
聞
に
生
き
た
女
た
ち

春
原
昭
彦
、
米
田
佐
代
子
、

岩
崎
千
恵
子
、
池
田
恵
、

平
野
恭
子
編
著

川、・..

高J
L
-

一
一計

.. 
a 

お
も
し
ろ
く
で
タ
メ
に
な
る

な
ど
と
紹
介
す
る
と
手
軽
な
本

と
思
わ
れ
そ
う
だ
が
、
本
警
は

実
に
貴
重
な
一
雷
で
あ
る
。
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
に
生
き

て
き
た
女
性
た
ち
の
声
を
、
聞

き
曹
き
で
印
象
深
く
と
ら
-
え
て

い
る
上
、
行
闘
で
一
言
葉
の
内
容

や
史
実
を
お
ぎ
な
い
な
が
ち
、

個
人
像
と
同
時
に
時
代
の
流
れ

を
生
き
生
き
と
伝
え
て
い
る
。

ー
で
は
、
明
治
か
ち
の
新
聞

史
上
に
あ
ら
わ
れ
た
女
性
と
の

関
連
が
寄
か
れ
て
い
る
が
、
婦

人
欄
創
設
の
経
緯
や
印
刷
現
場

に
は
女
性
工
員
が
多
数
働
い
て

い
た
な
ど
、
興
味
深
い
記
述
が

み
ら
れ
る
。

E
は
戦
中
・
戦
後

の
新
聞
社
で
働
い
た
記
者
、
カ

メ
ラ
ウ
ー
マ
ン
、
活
版
部
で
働

き
遇
し
た
人
、
現
役
で
は
本
紙

編
集
長
の
闘
千
枝
子
さ
ん
な

ス
は
ゆ
で
て
お
く
。

③
鍋
に
オ
リ
ー
ブ
油
を
熱

し
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
を
加
え

て
香
り
を
出
し
た
色
、
ベ
ー

コ
ン
を
よ
く
妙
め
る
。
続
い

て
玉
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
、
セ

ロ
リ
l
、
ピ
ー
マ
ン
、
そ
の

他
の
ス
パ
イ
ス
を
加
え
て
妙

め
合
わ
せ
、
ト
マ
ト
、
一
豆
、

ス
l
プ
(
固
形
ス
l
プ
の
素

と
水
)
を
加
え
、
ふ
た
を
し

て
日
分
煮
る
。

④
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
を
入

れ
、
味
を
調
え
、
器
に
盛
っ

た
ら
パ
セ
リ
を
ふ
る
。

〈ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
)
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
は
、
調
理

H

倭
必
ず
取
り
除
き
ま
す
。
好

み
で
カ
イ
エ
ン
ペ
パ
l
を
加

え
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
翠
高
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一

)

lis 

バ
ン
コ
ク
に
い
る
聞
に
、

Y
子
さ
ん
か
ら
お
誕
生
日
の

招
待
状
を
も
ら
っ
た
。
今
タ

イ
で
は
(
都
会
生
活
者
の
闘

で
は
と
言
う
べ
き
か
)
自
分

の
誕
生
日
に
親
し
い
友
人
を

招
く
と
と
が
流
行
っ
て
い
る

そ
う
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
種

の
パ
ー
テ
ィ
は
「
飲
む
」
こ

と
よ
り
美
味
し
い
料
理
を

「
食
べ
る
」
と
と
が
中
心
に

な
る
。

Y
子
さ
ん
は
バ
ン
コ

ク
の
日
本
語
雑
誌
の
編
集
者

だ
け
あ
っ
て
、
仕
事
上
で
も

「
美
味
し
い
庖
」
は
よ
く
知

っ
て
い
る
。
な
に
し
ろ
日
本

の
よ
う
に
「
マ
、
飲
み
な
が

ら
相
談
し
ま
し
ょ
う
や
」
で

は
な
く
、
と
乙
タ
イ
で
は
「
じ

ゃ
、
美
味
し
い
料
理
で
も
食

べ
な
が
ら
仕
事
の
打
ち
合
せ

を
」
と
言
う
と
と
に
な
る
の

だ
か
ら
。
会
場
と
な
っ
た
の
は
、
魚

料
理
専
門
居
。
そ
れ
も
観
光

客
相
手
の
い
わ
ゆ
る
「
シ
1

フ
l
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
」
で
は

な
く
、
魚
を
素
材
に
し
て
様

々
概
っ
た
料
理
を
出
す
と
い

う
屈
だ
っ
た
の
は
、
さ
す
が

Y
子
さ
ん
。
船
室
を
模
し
た

あ
ま
り
大
き
く
な
い
居
内
は

地
元
の
人
々
で
大
に
ぎ
わ
い

の
盛
況
ぶ
り
で
、
「
ハ
y
ピ
1

.
パ
ー
ス
デ
l
y
子
さ
ん
」

と
日
本
人
、
タ
イ
人
八
名
が

思
い
つ
き
り
大
声
を
あ
げ
て

も
誰
も
び
っ
く
り
し
な
い
ほ

ど
だ
っ
た
。

メ
ニ
ュ
ー
の
全
て
を
味
わ

う
と
い
う
意
気
込
み
だ
っ
た

ぜ当警告<サワラ

け
れ
ど
実
際
に
食
べ
た
の

は
、
十
二
種
の
魚
料
理
。
ま

だ
ま
だ
種
類
は
多
く
次
に
行

く
の
が
楽
し
み
な
信
に
な
っ

た
。
油
で
揚
げ
た
タ
ラ
コ
を

サ
ラ
ダ
に
し
た
も
の
、
エ
ビ

の
ミ
ン
チ
入
り
玉
子
焼
き
、

身
欠
き
ニ
シ
ン
風
に
し
た
魚

を
梅
干
し
入
り
酸
味
ス
l
プ

に
し
た
も
の
な
ど
な
ど
初
め

て
味
わ
う
料
理
が
多
か
っ
た

け
れ
ど
最
高
は
「
ラ
l
プ
・

プ
ラ
l
」
だ
っ
た
。
ラ
l
プ

と
は
肉
類
を
ミ
ン
チ
状
に

し
、
様
々
な
る
ス
パ
イ
ス
と

妙
り
米
の
粉
末
で
あ
え
た
東

北
料
理
。
肉
の
代
わ
り
に
蒸

し
た
プ
ラ
l
イ
ン
シ
1
(サ

ワ
ラ
の
一
種
)
の
身
を
ほ
ぐ

し
て
作
っ
た
の
が
ア
イ
デ
ィ

ア
。
鶏
肉
の
ラ
l
プ
よ
り
さ

っ
ば
り
し
て
い
る
。
サ
ラ
ネ

l
(
ハ
ッ
カ
)
の
葉
、
マ
ナ

オ
(
柑
橘
)
、
輪
切
り
麿
辛

子
の
盟
も
ほ
ど
ほ
ど
で
、
ナ

ム
プ
ラ
l
で
味
付
り
が
し
で

あ
る
の
で
白
い
ご
飯
に
ぴ
っ

た
り
。
こ
の
お
誕
生
会
、
ビ
ー

ル
よ
り
ご
飯
を
食
べ
る
ひ
と

が
多
か
っ
た
。
(戸
田
杏
子
)

カツオの生臭み

は叫糖でとる

カツオの生臭みをとるには、
砂糖をホンの少し加えた塩水に
1 ~ 2時間漬けこむ。砂糖を加
えたしょう油に 1~ 2時閥抗け
たうえで食べるのもよレ、。
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「エ
ク
パ
ッ
ト
』支
援
を
訴
え
る
カ
レ
ン
神
父

(第3種郵便物偲可)

一一筆跡事一霊園川筆一盤強一…

「口、
|
リ
エ
は
あ
り
ま
す
は
、
英
名
、
ロ
1
1
リ

エ

は

仏

〈

ミ

ネ

ス

ト

ロ

ー

ネ

〉

が
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
は
あ
り
名
、
日
本
で
は
、
月
桂
樹
の

【
材
料
】

(
4人
分
)

ま
せ
ん
」

。
ベ
イ

リ

ー

ブ

ス

葉

と

い

う

名

で

、

聞

き

慣

れ

ト

マ

ト

(

完

熟

)

:

・

中

2

を
買
い
に
行
っ
て
、
屈
の
人
て
い
ま
す
。

に
こ
う
言
わ
れ
、
料
理
が
で
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
は
、
肉
や

き
な
か
っ
た
と
い
う
人
が
、
魚
の
臭
み
を
取
り
た
い
と
き

結
構
多
い
主
つ
で
す
。
に
加
え
る
と
効
果
が
あ
り
、

実
は
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
と
特
に
ス
l
プ
や
シ
チ
ュ
ー
に

ロ
l
リ
エ
は
同
じ
ス
パ
イ
ス
は
欠
か
せ
な
い
ス
パ
イ
ス
で

な
の
で
す
。
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
す
。

一且A

JL 
ち
直
ら
せ

どるたの人るは}少
も現ち陰の。，...，.
2 買状がで利日悲"(31
究春が売、益本樺
援の為春貧にの宕
妥根る.をし使 O 状
彦市色。強さわ D 況
~ vこ「いかれ A に
Zそ貧色ちてが生
妥れ困れ子いーさ
Eぞとてどる部て
Zれ子いもそのい
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最
年
少
は
四
歳
の
少
女

心
理
学
者
や
ソ
l
シ
ャ

ル
ワ
!
力
!
と
連
携
し

観
光
客
芸
の
「
子
ど
も
買
春
」
の
犠
牲
に
さ
れ
て
い
る
平
少

E
た
ち
柔
お
う
と
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
オ
ロ
ン
ガ
ポ
市
の
「
プ
レ
ダ
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
」
で
活
動
す
る
シ
ェ
イ
・
力
レ

ン
袖
八
券
、
「
ア
ジ
ア
の
児
童
買
春
阻
止
を
訴
え
る
会
」

(議
妻
津
枝
代
表
)の
コ
l
デ
ィ
ネ

河
ト
で
来
日
、
豆
罫
令
皮
切
り
に
各
地
で
講
演
し
hに
~
十

を
紹
介
す
る
。
(
ま
と
め
・
編
集
部
)

勿
務
傷
後
家
物

q
b級
後
雛
後
貌
講
湯
/

カ
レ
ン
神
父
は
一
九
六
九

年
、
聖
コ
ロ
ン
パ
ン
会
(
本
部

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
)
か
ら
、
フ
ィ

リ
ピ
ン

・
オ
ロ
ン
ガ
ポ
市
に
派

遣
さ
れ
た
。
麻
薬
依
存
者
救
済

に
取
り
組
む
中
で
、
七
回
空
プ

レ
ダ
」
を
設
立
、
治
ゆ
、
社
会

復
帰
な
ど
を
助
り
て
き
た
。

「
子
ど
も
買
春
」
の
事
実
を

知
っ
た
の
は
八
二
年
。
入
院
・

治
療
を
受
り
て
い
た
子
ど
も
た

ち
の
ρ
証
言
μ

か
ら
、
米
梅
軍

兵
や
観
光
客
に
子
ど
も
を
あ
っ

旋
し
て
い
た
売
買
春
シ
ン
ジ
ケ

ー
ト
が
浮
か
び
ょ
が
っ
た
。
米

海
軍
や
観
光
業
者
、
市
当
局
は

そ
の
事
実
を
隠
し
、
否
定
し
た

が
、
調
査
で
「
子
ど
も
買
春
」

の
実
態
が
明
ち
か
に
な
っ
た
。

最
年
少
は
四
歳
と
い
う
事
実
に

大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

「
ベ
ト
フ
ァ
イ
ル
」
と
呼
ば

れ
る
子
ど
も
へ
の
性
的
虐
待
者

は
観
光
客
と
し
て
来
、
職
業
、

妻
子
を
も
ち
、
社
会
的
地
位
が

あ
る
の
が
一
般
的
だ
。
子
ど
も

の
救
済
に
携
わ
る
中
で
、
「
プ

レ
ダ
」
は
多
く
の
ベ
ト
フ
ァ
イ

ル
を
見
つ
り
出
し
て
来
た
。

九
一
年
、
東
京
・
杉
並
区
の

医
師
が
、
業
者
に
子
ど
も
の
あ

っ
旋
を
依
頼
、
九
人
の
子
ど
も

を
プ
タ
の
よ
う
に
つ
な
ぎ
互
い

に
セ
ッ
ク
ス
す
る
よ
う
強
要
、

そ
れ
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ
た
。
子

ど
も
の
一
人
が
家
へ
逃
げ
帰

り
、
母
親
が
笹
察
に
通
報
、
事

件
が
明
る
み
に
出
た
。
逮
捕
の

と
き
、
同
様
の
ビ
デ
オ
が
沢
山

発
見
さ
れ
た
。
が
、
伎
は
保
釈

金
を
積
み
出
国
し
て
し
ま
っ

た
。も
う
一
人
の
日
本
人
。
彼
は

十
八
人
の
子
ど
も
を
繰
り
返
し

レ
イ
プ
し
た
あ
と
、
二
年
前
に

逮
捕
さ
れ
た
。
最
年
少
の
少
女

は
十
三
歳
だ
っ
た
。
乙
の
男
は

ワ
イ
ロ
を
使
い
、
鐙
察
当
眉
は

彼
を
国
外
追
放
処
分
し
た
。

現
在
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
れ

る
約
百
四
十
万
の
観
光
客
の
う

ち
、
八
O
一
婦
が
単
身
で
来
る
男

性
だ
。
報
告
に
よ
る
と
、
「
買

春
ツ
ア
l
」
で
来
る
男
た
ち
は
、

よ
り
幼
い
子
ど
も
た
ち
を
求
め

る
傾
向
に
あ
る
。
幼
い
子
ど
も

と
セ
ッ
ク
ス
す
る
と
、
性
の
活

力
が
回
復
す
る
。
エ
イ
ズ
に
感

染
す
る
心
配
が
な
い
。
ま
た
そ

れ
を
ρ
男
ち
し
い
行
為
グ
と
錯

覚
し
て
い
る
男
た
ち
も
多
い
。

一
般
的
に
ベ
ト
フ
ァ
イ
ル
は

家
庭
で
性
的
虐
待
を
始
め
る
傾

向
が
あ
る
。
そ
し
て
売
春
に
到

る
子
ど
も
ら
は
幼
児
期
、
親
か

ら
性
的
虐
待
を
受
け
て
い
た
子

ど
も
に
多
い
。
彼
ち
は
家
出
す

る
か
他
の
街
に
移
さ
れ
て
、
売

春
宿
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
パ
ー
ラ
ー

な
ど
で
強
制
的
に
働
か
さ
れ

る
。
「
人
類
は
知
性
を
持
つ
類

だ
が
、
自
分
の
子
を
犠
牲
に
す

る
唯
一
の
生
き
物
だ
」
。

性
的
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も

た
ち
は
正
常
な
人
間
関
係
を
保

つ
能
力
が
破
壊
さ
れ
、
精
神
的

バ
ラ
ン
ス
を
欠
き
、
大
人
へ
の

信
頼
性
を
ひ
ど
く
失
う
。
怒
り

や
か
っ
と
う
で
不
安
に
な
り
、

そ
う
し
た
結
果
か
ち
逃
げ
よ
う

と
す
る
気
力
さ
-
え
な
く
な
る
。

裁
判
で
は
子
ど
も
の
証
言
は
ほ

と
ん
ど
信
用
さ
れ
ず
、
金
持
ち

の
ベ
ト
フ
ァ
イ
ル
は
無
罪
と
な

る
。
「
私
た
ち
の
仕
事
は
、
子

ど
も
を
保
護
し
、
心
理
学
者
や

ソ
i
シ
ャ
ル
ワ
1
カ
!
と
連
携

し
て
、
立
ち
直
る
の
を
助
け
る

こ
と
だ
」
。

今
、
日
本
人
に
人
気
の
あ
る

リ
ゾ
ー
ト
地
・
セ
ブ
島
で
も
子

ど
も
買
春
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
。
一
方
、
オ
ロ
ン
ガ
ポ

市
な
ど
で
は
子
ど
も
が
行
方
不

明
に
な
る
ケ
l
ス
が
増
え
て
い

る
。
売
買
春
あ
っ
旋
業
者
に
誘

か
い
さ
れ
、
観
光
客
に
売
ら
れ

る
こ
と
が
考
-え
ら
れ
る
が
、
μ
需

要
μ
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
り
H

供

給
H

が
必
要
に
な
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
子
ど
も
た
ち

今
回
の
料
理
は
、
健
康
晴

好
で
ブ
l
ム
に
な
っ
て
い
る

野
菜
ス
l
プ
で
す
。

zuusd' 

第 1064号

個
、
ベ
ー
コ
ン
・;2
枚
、
玉

ね
ぎ
・:
凶
個
、
セ
ロ
リ
l
・:

凶
本
、
に
ん
じ
ん
・:
凶
本
、

ピ
ー
マ
ン
・:
l個
、
大
豆
(
缶

詰

):
-
m
g、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー

ス・
:却
g
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス

・:
l枚
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ

1

・:小
さ
じ
比
、
ガ
ー
リ
ッ
ク

砂137‘
パ
ウ
ダ
ー
:
小
さ
じ
凶
旬
、
固

形
ス
l
プ
の
素
:
・

2
個
、
水

:・

5
c、
オ
リ
ー
ブ
油
:・
大

さ
じ
l
、
塩
・:
小
さ
じ
的

【
作
り
方
】

①
ト
マ
ト
は
楊
む
さ
し
、

種
を
取
っ
て
、
粗
み
じ
ん
切

り
に
す
る
。

②
ベ
ー
コ
ン
、
玉
ね
ぎ
、

セ
ロ
リ
l
、
ピ
ー
マ
ン
は
、

l
m
角
、
に
ん
じ
ん
は
7
凹

角
に
切
り
、
グ
リ
ー
ン
ピ
1

「
女
性
記
者
」

新
聞
に
生
き
た
女
た
ち

春
原
昭
彦
、
米
田
佐
代
子
、

岩
崎
千
恵
子
、
池
田
恵
、

平
野
恭
子
編
著

川、・..

高J
L
-

一
一計

.. 
a 

お
も
し
ろ
く
で
タ
メ
に
な
る

な
ど
と
紹
介
す
る
と
手
軽
な
本

と
思
わ
れ
そ
う
だ
が
、
本
警
は

実
に
貴
重
な
一
雷
で
あ
る
。
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
に
生
き

て
き
た
女
性
た
ち
の
声
を
、
聞

き
曹
き
で
印
象
深
く
と
ら
-
え
て

い
る
上
、
行
闘
で
一
言
葉
の
内
容

や
史
実
を
お
ぎ
な
い
な
が
ち
、

個
人
像
と
同
時
に
時
代
の
流
れ

を
生
き
生
き
と
伝
え
て
い
る
。

ー
で
は
、
明
治
か
ち
の
新
聞

史
上
に
あ
ら
わ
れ
た
女
性
と
の

関
連
が
寄
か
れ
て
い
る
が
、
婦

人
欄
創
設
の
経
緯
や
印
刷
現
場

に
は
女
性
工
員
が
多
数
働
い
て

い
た
な
ど
、
興
味
深
い
記
述
が

み
ら
れ
る
。

E
は
戦
中
・
戦
後

の
新
聞
社
で
働
い
た
記
者
、
カ

メ
ラ
ウ
ー
マ
ン
、
活
版
部
で
働

き
遇
し
た
人
、
現
役
で
は
本
紙

編
集
長
の
闘
千
枝
子
さ
ん
な

ス
は
ゆ
で
て
お
く
。

③
鍋
に
オ
リ
ー
ブ
油
を
熱

し
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
を
加
え

て
香
り
を
出
し
た
色
、
ベ
ー

コ
ン
を
よ
く
妙
め
る
。
続
い

て
玉
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
、
セ

ロ
リ
l
、
ピ
ー
マ
ン
、
そ
の

他
の
ス
パ
イ
ス
を
加
え
て
妙

め
合
わ
せ
、
ト
マ
ト
、
一
豆
、

ス
l
プ
(
固
形
ス
l
プ
の
素

と
水
)
を
加
え
、
ふ
た
を
し

て
日
分
煮
る
。

④
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
を
入

れ
、
味
を
調
え
、
器
に
盛
っ

た
ら
パ
セ
リ
を
ふ
る
。

〈ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
)
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
は
、
調
理

H

倭
必
ず
取
り
除
き
ま
す
。
好

み
で
カ
イ
エ
ン
ペ
パ
l
を
加

え
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
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lis 

バ
ン
コ
ク
に
い
る
聞
に
、

Y
子
さ
ん
か
ら
お
誕
生
日
の

招
待
状
を
も
ら
っ
た
。
今
タ

イ
で
は
(
都
会
生
活
者
の
闘

で
は
と
言
う
べ
き
か
)
自
分

の
誕
生
日
に
親
し
い
友
人
を

招
く
と
と
が
流
行
っ
て
い
る

そ
う
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
種

の
パ
ー
テ
ィ
は
「
飲
む
」
こ

と
よ
り
美
味
し
い
料
理
を

「
食
べ
る
」
と
と
が
中
心
に

な
る
。

Y
子
さ
ん
は
バ
ン
コ

ク
の
日
本
語
雑
誌
の
編
集
者

だ
け
あ
っ
て
、
仕
事
上
で
も

「
美
味
し
い
庖
」
は
よ
く
知

っ
て
い
る
。
な
に
し
ろ
日
本

の
よ
う
に
「
マ
、
飲
み
な
が

ら
相
談
し
ま
し
ょ
う
や
」
で

は
な
く
、
と
乙
タ
イ
で
は
「
じ

ゃ
、
美
味
し
い
料
理
で
も
食

べ
な
が
ら
仕
事
の
打
ち
合
せ

を
」
と
言
う
と
と
に
な
る
の

だ
か
ら
。
会
場
と
な
っ
た
の
は
、
魚

料
理
専
門
居
。
そ
れ
も
観
光

客
相
手
の
い
わ
ゆ
る
「
シ
1

フ
l
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
」
で
は

な
く
、
魚
を
素
材
に
し
て
様

々
概
っ
た
料
理
を
出
す
と
い

う
屈
だ
っ
た
の
は
、
さ
す
が

Y
子
さ
ん
。
船
室
を
模
し
た

あ
ま
り
大
き
く
な
い
居
内
は

地
元
の
人
々
で
大
に
ぎ
わ
い

の
盛
況
ぶ
り
で
、
「
ハ
y
ピ
1

.
パ
ー
ス
デ
l
y
子
さ
ん
」

と
日
本
人
、
タ
イ
人
八
名
が

思
い
つ
き
り
大
声
を
あ
げ
て

も
誰
も
び
っ
く
り
し
な
い
ほ

ど
だ
っ
た
。

メ
ニ
ュ
ー
の
全
て
を
味
わ

う
と
い
う
意
気
込
み
だ
っ
た

ぜ当警告<サワラ

け
れ
ど
実
際
に
食
べ
た
の

は
、
十
二
種
の
魚
料
理
。
ま

だ
ま
だ
種
類
は
多
く
次
に
行

く
の
が
楽
し
み
な
信
に
な
っ

た
。
油
で
揚
げ
た
タ
ラ
コ
を

サ
ラ
ダ
に
し
た
も
の
、
エ
ビ

の
ミ
ン
チ
入
り
玉
子
焼
き
、

身
欠
き
ニ
シ
ン
風
に
し
た
魚

を
梅
干
し
入
り
酸
味
ス
l
プ

に
し
た
も
の
な
ど
な
ど
初
め

て
味
わ
う
料
理
が
多
か
っ
た

け
れ
ど
最
高
は
「
ラ
l
プ
・

プ
ラ
l
」
だ
っ
た
。
ラ
l
プ

と
は
肉
類
を
ミ
ン
チ
状
に

し
、
様
々
な
る
ス
パ
イ
ス
と

妙
り
米
の
粉
末
で
あ
え
た
東

北
料
理
。
肉
の
代
わ
り
に
蒸

し
た
プ
ラ
l
イ
ン
シ
1
(サ

ワ
ラ
の
一
種
)
の
身
を
ほ
ぐ

し
て
作
っ
た
の
が
ア
イ
デ
ィ

ア
。
鶏
肉
の
ラ
l
プ
よ
り
さ

っ
ば
り
し
て
い
る
。
サ
ラ
ネ

l
(
ハ
ッ
カ
)
の
葉
、
マ
ナ

オ
(
柑
橘
)
、
輪
切
り
麿
辛

子
の
盟
も
ほ
ど
ほ
ど
で
、
ナ

ム
プ
ラ
l
で
味
付
り
が
し
で

あ
る
の
で
白
い
ご
飯
に
ぴ
っ

た
り
。
こ
の
お
誕
生
会
、
ビ
ー

ル
よ
り
ご
飯
を
食
べ
る
ひ
と

が
多
か
っ
た
。
(戸
田
杏
子
)

カツオの生臭み

は叫糖でとる

カツオの生臭みをとるには、
砂糖をホンの少し加えた塩水に
1 ~ 2時間漬けこむ。砂糖を加
えたしょう油に 1~ 2時閥抗け
たうえで食べるのもよレ、。
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